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第1章　 緒 論

Flemingに よ り1929年,ペ ニ シ リンが 発

見 され て諸 種 の疾 患 に応 用 され るに 至つ た.

これ が梅 毒に 試用 され た の は,1943年10月

で,Machoney, Arnold1)等 は これ を初 期梅 毒に

使用 した 結果,局 所 の ス ピロ ヘー タが速 か に

消失す るのを 認 め,そ の駆 梅 効果 の 著大 な る

こ とを発表 して以 来,Wrights)は ペ ニ シ リン

の単一 な い し3回 注射 に よる早期 梅 毒の 治効

を発表 し, Plotke9)11), Castello10). Chargin12)13)

等 も早 期梅 毒 に対 す るペニ シ リン,砒 素 及 び

蒼 鉛剤 の併 用 に よる効果 を 報告 し,わ が 国に

おい て も北 村(包)14),は じめ樋 口2),川 村3),

重松4),並 木6)7),竹 内5)38)等 が ペニ シ リ ンに

よる駆梅 成績 を主 と して臨 床 的 に報 告 し,各

国に お いて大 規 模 な統 計的 観 察 が あ いつ いで

行われ て い る.そ の 間治 療 術 式 も種 種変 遷 を

経て い るが,未 だ決定 的 な段 階 に達 して は い

ない.わ が 国に お い て もぺ.ニシ リン駆 梅 療 法

が漸 く普 及 しよ う として い るが,し か しまだ

最 も効果的な使用法,用 量あるいは一時的に

血清反応の陰性化が認め られて も,そ の後の

遠隔成績,か つまたペニ シ リンの全身状態に

及ぼす影響な どについて検討 すべ き点が多多

あ る.

いまわた くしは昭和24年 より同29年 まで6

年間に当教室及び岡山県立岡山病院を訪れた

各期梅毒患者75名 に,ペ ニシ リン療 法 を施

行 し,各 期梅毒に対するペニシ リンの影響を

検討 し,こ れ等 の関係を明 らかに しよ うと試

みた.

第2章　 実験 成績

実験材料 として岡山大学医学部皮膚 科泌尿

器科教室及び岡山県立岡山病院を訪れた,各

期梅毒患者75名,す なわち第1期9例,第2

期顕症4例,第2期 潜伏10例,第3期 潜伏

44例,護 謨腫2例,前 立腺梅毒1例,脊 髄癆

2例,梅 毒性脊髄炎1例,先 天梅毒2例 で,

これにペニシ リン30万 ない し60万 単位を1

日1回 または1日2な い し6回 分注法 に よつ
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て,平 均10な い し20日 間時 にそ れ 以上,連

続 注 射 して,総 量 最 低150万 単 位 よ り最 高

2100万 単 位 を使 用 した.梅 毒血 清反 応 は補 体

結 合 反応 と して, Wassermann反 応 原 法,沈

降 反 応 と して,村 田 及 びKahn反 応(以 下

WaR,村 田, K: ahnと 略 記 す る.)及 び 少数

例 に は凝 集 法,ス ラ イ ド法 を治 療 前,中,及

び 治 療後 定 期的 に 行 つた.

第1期　 梅 毒

第1例　 柴○ 昇 25才 男 機 関 工 初 診昭

和26年6月29日 蚕蝕 性 硬性 下疳

現 症　 5/V感 染機会, 8/VI冠 状 溝 に無 痛性

潰 瘍 を 発生.冠 状 溝左側 に 大 豆大, 1個 の不

規則 な潰 瘍が あ り,底 部 は か な り硬 く圧 して

も さほ どの疹痛 は ない,周 囲は 壊死 性 著色 を

示す.下 疳 表 面 よ り粘液 性 の僅 か な分 泌物 を

認 め る もス ピ ロへ一 タ(以 下 ス.と 略記)の

証 明 はで き な か つ た. WaR+,村 田〓,

 Kahn〓.

治 療 及び経 過.水 性 プ ロカ イソ ペニ シ リン

G(以 下 水.ぺG.と 略記.)60万 単 位1日1

回筋 注,総 量630万 単 位 使用. 60万 単 位に し

て周 囲 の壊 死性 変化 軽 快,300万 単 位 で潰 瘍

の肉 芽 形成 良 好 とな る も, WaR〓,村 田〓,

 Kahn〓. 570万 単 位に て 上 皮 形 成 を 認 め,

630万 単 位終 了時 に お い て はWaR-,村 田

+.Kahn〓,と な り,潰 瘍 は治 癒 した.治

療 後13日 に して 硬 結 は軟化 し,血 清 反応 は

WaR-,村 田 ±, Kahn〓, 19日 後WaR-,

村 田 ±,Kahn〓,44日 後WaR-,村 田-,

: Kahn-.そ の後80日, 112日, 170日, 195日

後 の 検査 は いず れ も陰性.ペ ニ シ リン治療 期

間 中に 体 重0.7kg減 少 を 認め た.

第2例 中○ 菊○ 22才 男 農業 初 診昭

和25年3月14日 初期 梅 毒

現症　 20/I感 染機 会 後約1週 間に て 冠状

溝 繋 帯部 に 無痛 性 潰 瘍生 じ,放 置 す るに硬 結

を 残 して治 癒 した.冠 状 溝に 扁 豆大 の 瘢痕 を

認 め硬 度や や弾 力硬 で,鼠 蹊 淋 巴腺 両 側共 に

2, 3個 の 腕 豆大 の腫 脹,頸 部,項 部,腋 窩

部 に も1, 2個 の碗 豆 大 の淋 巴腺 腫 脹 を 認 め

た.WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及び 経 過.結 晶 ペ ニ シ リンGカ リウム

塩(以 下結 ペ カ.と 略 記 す.)60万 単 位1日

4回 分 注,総 量600万 単 位使 用.600万 単 位

終 了時WaR+,村 田 〓, Kahn〓 とな り,淋

巴腺 腫脹 は 鼠 蹊部 に2, 3個 の僅 か の 腫 脹 を

認 め るのみ とな つ た.9日 後WaR-,村 田

〓,Kahn〓, 14日 後WaR-,村 田〓, Kahn

〓,35日 後WaR-,村 田-, Kahn〓, 47日

後WaR-.村 田+,Kahn+,60日 後WaR-,

村 田-,Kahn-,と な り,そ の後72日, 83

日, 116日, 198日 後 に 検査 を行 うもいず れ も

陰性.ぺ.治 療 中体 重は1.0kg減 少 を 認め た.

第3例　 中○ 直 ○ 37才 男 工 員 初 診 昭

和25年10月11日 蚕 蝕性 硬性 下疳

現 症　 1ケ 月前 冠状 溝の 小潰 瘍 に気 付 く,

次 第 に 増大,鳩 卵 大 とな る.顎 下 腺 両側 各 各

1個,腕 豆 大,腋 窩部 各1個,扁 豆大,鼠 蹊

部 左 側1個 鳩卵 大,右 側1個 腕 豆 大,い ず れ

も弾 力性 硬.陰 茎浮 腫 状 に腫 脹,冠 状溝 に 指

頭 大 の潰 瘍 を認 め,硬 度 硬 く,分 泌 物 少 く,

上 縁 は壊 死性,分 泌 物 よ りス.を 証 明 す る.

WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療及 び 経過.水 ぺG. 60万 単 位1日2回

分 注,総 量600万 単 位 使 用.60万 単 位後 ス.

は 消 失, 90万 単 位後 壊 死性 組 織 自然 に 剥離,

肉 芽 良好 とな る. 150万 単 位 後WaR〓,村

田 〓, Kahn〓, 300万 単 位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓 で淋 巴腺 腫賑 消 失 し,左 側 鼠蹊

腺 の腫 脹 を 残 すの み とな り,潰 瘍部 の 肉芽 形

成 著 明 とな る.450万 単位 注 射 後に 腰 部,臀

部 に 麻実 大 ない し留 針頭 大 の〓 痒性 紅 色 丘疹

を生 じ,次 第 に胸 部,背 部 に拡 つ た.丘 疹 は

ぺ .注 射 終 了 と共 に 消腿 した.600万 単 位終

了時WaR〓,村 田〓, Kahn〓, 7日 後鼠 瞑

淋 巴腺腫脹 は半 分 の大 さ とな り, 9日 後WaR

+,村 田〓, Kahn〓, 11日 後 潰 瘍 は瘢 痕治

癒. 21日 後WaR±,村 田〓, Kahn〓, 46

日後WaR-,村 田 ±, Kahn+, 73日 後WaR

- .村 田-, Kahn+,と なつ た.ぺ.療 法 中

体 重は1.0kgの 減 少 を認 めた.

第4例.　 三 ○ 増○ 29才 男 農 業 初 診 昭
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和26年4月23日 硬性 下 疳

現症　 10/Ⅲ 感 染 機会,約6日 前 よ り冠 状

溝に 米粒 大 の無 痛性 潰 瘍 に気 付 く,冠 状 溝繋

帯部 に近 く豌 豆 大円 形 の 潰 瘍を 認 め,周 囲は

や や堤 防状 に隆 起 し,周 囲,底 部に 著 明 な硬

結 を認 む,圧 痛 は ない.鼠 蹊 腺 は両 側共 に 数

個 扁豆 大.ス.は 僅 か に 証 明 さ れ た. WaR

+,村 田〓, Kahn〓

治 療及 び 経過.水 ぺG. 60万 単位1日2回

分 注,総 量600万 単 位.60万 単位 後 ス.は

証明 出来 ない.300万 単 位 でWaR〓,村 田

〓,Kahn〓,潰 瘍 や や縮 小,肉 芽 良 好.510

万単 位 でWaR+,村 田 〓, Kahn〓,570万

単 位 でWaR±,村 田 〓, Kahn〓, 6日 後

WaR-,村 田 ±, Kahn+, 13日 後潰 瘍 瘢痕

治 癒.30日 後WaR-,村 田 ±, Kahn〓.ぺ.

療 法中 体 重は1.56kg減 少 し, 540万 終 了時に

全身倦怠 感 を 認 めた が,570万 単 位 終 了 と共

に消槌 した.

第5例 三 ○ 幸○ 郎 47才 男 商 業 初 診

昭和25年10月26日 硬性 下 疳

現症　 8月 末 感 染機会,4週 間前 よ り冠状

溝 に発 赤,10日 前 よ り潰 瘍 形 成.冠 状溝 に豌

豆 大円 形 の潰 瘍1個,周 縁 及 び底部 は硬 く,

圧痛 は な い.潰 瘍 面 は比 較 的 清潔 に して分 泌

物少 く,多 数 のス.を 証 明.WaR-,村 田-,

Kahn-.

治 療 及び 経過 水 ぺG. 30万1日1回 筋注,

総 量300万 単 位 ス.は30万 単 位 後 は ま だ

証明 され たが,60万 単 位後 消失,下 疳 は4日

目よ り軟化 乾 燥,第8日 目す なわ ち210万 単

位後 瘢痕 治癒.血 清反 応 は150万 単位 でWaR

- ,村 田-, Kahn-, 300万 単 位 終 了時WaR

- ,村 田-, Kahn-.治 療 後17日, 60日 後

の検査 は いず れ も陰性 .ぺ.治 療期 間 中体 重

は0.2kg減 少 を認 め た .

第6例 高○ 浅 ○ 19才 男 鉄道 員 初診

昭和25年10月31日 硬性 下 疳

現 症　 1/X感 染機 会,約1週 間 前 よ り包 皮

縁に小 豆 大 の無痛 性 の潰 瘍1個,底 部 は か な

り硬 く圧 して も疼 痛 は殆 ん どな く,表 面 よ り

漿液 性 の分泌 物 を僅 か に 認め,ス.を 証 明 した.

両 鼠 蹊 淋 巴腺2, 3個 づ つ扁 豆 大 に腫 脹,硬

度 硬 く圧 痛 は ない. WaR-,村 田-, Kahn-.

治 療及 び経 過.水 ぺ,G. 30万1日1回 筋

注,総 量300万 単 位,30万 単 位後 ス.は 消 失,

 3日 目に潰 瘍著 明 に縮 小,5日 目に 治癒.血

清反 応 は150万 単 位 でWaR-,村 田-.

 Kahn-,240万 単 位 でWaR-,村 田-, Kahn

-
, 300万 単 位終 了時にWaR-,村 田-,

 Kahn-, 3日 後WAR-,村 田-, Kahn-,

27日 後. WaR-,村 田-, Kahn-.副 作 用 は

認 め られ ない,

第7例　 難 ○ 忠○ 16才 男 事 務員 初 診

昭 和29年6月17日 混合 下疳

現 症.　約6週 間前 感 染機会,1週 間後 冠状

溝 に 軽度 の疹 痛 を有 す る潰 瘍発 生,10日 前 よ

り右鼠 蹊淋 巴腺,半 有 痛性 の腫脹 を認め た.

冠 状溝 に 示指頭 大 の潰 瘍 を認 め,周 辺に 褐色

の痂 皮を有 し,潰 瘍 の底 部 に硬 い浸 潤 をふ れ

る,分 泌 物 よ りス.を 証 明.右 鼠 蹊淋 巴腺 鳩

卵 大 に腫脹 しや や圧 痛 を 認 あ る. WaR-,

村 田-. Kahn-.

治 療及 び経 過 水 ペG.60万1日1回 筋 注,

総 量780万 単 位, 60万 単 位に て 周辺 の痂 皮 は

剥離,潰 瘍 の肉 芽 良好 とな り, 60万 単 位 で ス.

は消 失. 240万 単 位 で 潰 瘍 著 明 に 縮 小,淋

巴腺 腫脹 約1/2と な り圧 痛 消失. 600万 単位 で

潰 瘍瘢 痕 治癒,硬 結 消失. 780万 単 位 終 了時

凝集 法-,ス ラ イ ド法-,其 の後10日, 23.

日, 31日, 55月, 86日, 123日 といず れ も陰

性.副 作 用 は なん ら認 むべ き もの は なか つた.

第8例 勢 ○源 ○ 17才 男 無職 初診 昭

和28年10月14日 硬性 下 疳

現症.　20/Ⅸ 感 染機 会, 3/Ⅹ 包 皮外 板 背面

に豌 豆 大,不 規 則 な潰 瘍1個,硬 度 や や硬 く,

圧 痛 を欠 ぐ.表 面 の分泌 物 よ りス.を 証 明.

 WaR-,村 田-, Kahn-.

治 療 及 び経 過　 油性 プ ロ カイ ンペ ニ シ リン

G(以 下油 ぺG.と 略 記)60万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位 第2日 注射 前 には ス.は 証

明 で きなか つた. 120万 単 位 に て潰 瘍肉 芽 面

著 明 に良 好 とな り, 300万 単 位 で 治癒 し,硬

結 は 注 射 後9日 目に軟 化 消失.600万 単位 終
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了時WaR-,村 田-, Kahn-,そ の後12日,

 50日, 70日, 90日, 120日, 150日, 205日 後 の

検査いずれ も陰性.副 作用はなん ら認めない.

第9例　 石○好○ 20才 男 会社員 初診

昭和28年2月3日 硬性下疳

現症　 約2ケ 月前感染機会,4週 間後に冠

状溝繋帯部に近 く不規則 な小豆大の潰瘍を認

め,か な りの硬度を有 し,圧 痛は殆んど認め

られない.凝 集法〓,ス ライ ド法+.

治療及び経過　 油 ぺG. 60万1日1回 筋 注,

総 量600万 単位, 90万単位で潰瘍軟化乾燥,

480万 単位 で潰瘍著明に縮小,凝 集法+,ス

ライ ド法+, 600万 単位終了時に潰瘍治癒,

凝集法-,ス ライ ド法-,そ の後20日, 40日,

 65日, 83日, 102日 後の検査はいずれ も陰性.

副作用は全 く認め られ なかつた.

第2期 顕症梅毒

第10例　 堀○達○郎 23才 男 公吏 初診

昭和25年9月27日 梅毒性薔薇疹,丘 疹

現症　 感染機会 不明,約2週 間前飲酒後2,

3日 で前膊に暗赤色 の紅斑生 じ,昨 日よりほ

とん ど全身に拡つた.〓 痒感はない.最 近後

頭部に頭痛があ る.顔 面,下 肢を除 き〓幹,

上肢に扁豆大薔薇色の円形 または楕円形の紅

斑があ り,前 膊に米粒大の銅紅色の丘疹を認

め,硬 度はや や硬い.鼠 蹊部,腋 窩部,頸 部

に2, 3個 づ づ淋 巴腺の腫 脹 があ り, WaR〓,

村 田〓, Kahn〓.

治療及び経過　 水ぺG. 30万1日1回 筋注,

総量150万 単位.60万 単位で紅斑著明に褪色,

 90万 単位で丘疹 も次第に吸收, 150万 単位終

了後 これ らの皮疹は消失. 60万 単位でWaR〓,

村田〓, Kahn〓, 150万 単位終了時WaR〓,

村 田〓, Kahn〓.ぺ.治 療 期 間 中副作用は

全 くな く,体 重3.2kg増 加を認めた.

第11例　 長○菊○ 32才 女 農業 初診昭

和25年10月27日 扁平 コンジローム

現症　 感染時期不明,約2週 間 前 より大陰

唇部湿潤,軽 度の灼熱感を認めたが放 置.浮

腫状に腫脹 して来たので来院.左 大陰唇鶏卵

大に腫脹,両 小陰唇 も腫脹,右 大陰唇に数個

の豌 豆大扁平 な丘疹があ り,表 面湿 潤 し分泌

物 よ りス.を 証 明す る. WaR〓,村 田 〓,

 Kahn〓,

治 療 及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日2回 分 注.

総 量630万 単位. 90万 単 位 で 大 小 陰 唇 の 腫

脹 ほ とん ど消褪,丘 疹表 面 乾燥,210万 単位

で丘 疹 ほ とん ど消褪 僅 かに 硬 結 を残 す のみ と

なつ た.450万 単 位 で硬 結 消 失,血 清 反応 は

210万 単 位 でWaR+,村 田〓, Kahn〓, 630

万単 位 終 了時WaR±,村 田〓, Kahn〓, 23

日後WaR-,村 田〓, Kahn〓,副 作用 は認

め られ ない.

第12例　 中○ 直 ○ 37才 男 工 員 初診 昭

和25年10月13日 梅 毒性 丘 疹

現 症　 硬性 下 疳 に して 治療 中昨 日よ り頬,

胸 部,上 下肢 に 皮 疹 を生 じた.〓 痒 感,疼 痛

は 全 くな い.頬,胸 部,肩 胛 部,上 膊,大 腿

部 に 播種 状 に大 豆 大銅 紅 色 の 丘 疹 を 認 め,

 WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治療 及 び経 過　 水 ペG. 60万1日2回 分 注,

総 量600万 単 位. 180万 単 位 で 四肢 の丘 疹褪

色,270万 単 位 で顔 面 の丘 疹,色 調 共に 消失,

 450万 単 位 でWaR〓,村 田〓, Kahn〓,600

万 単位 終 了時 にWaR〓,村 田〓, Kahn〓,

 9日 後WaR+,村 田〓, Kahn〓, 21日 後

WaR±,村 田〓, Kahn〓, 46日 後WaR-,

村 田 ±, Kahn〓,73日 後WaR-,村 田-,

 Kahn+.体 重は1.0kg減 少 した.

第13例　 山○ 八○ 29才 女 無職 初診 昭

和27年2月12日 梅 毒性 丘 疹

現症　 感 染 期 不明,昭 和26年12月 よ り胸

部 に豌 豆 大 の紅 斑生 じ,次 第 に胸 部,背 部 に

拡 つた.〓 痒 感は 全 くな い.項 部,前 胸部,

上 背部 に播 種 状, 1/2爪 甲大,銅 紅色 の丘 疹あ

り.硬 度や や硬,項 部,顎 下部,腋 窩部,鼠

蹊部 に 多数 の 淋 巴腺 腫 脹 を認 め る. WaR〓,

村 田〓, Kahn〓.

治療 及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日2回 分 注,

総 量600万 単 位,150万 単 位 で丘 疹 の色 調 や

や消褪,300万 単 位 で丘 疹 著 明に 扁 平化,色

調著 明 に消褪,360万 単位 でほ とん ど消 失,

600万 単 位 終 了時 に 完 全 に消 失 .血 清 反応 は

180万 単 位 でWaR〓,村 田〓, Kahn〓, 420
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万単 位 でWaR〓,村 田〓, Kahn〓, 600万

単 位終 了時WaR〓,村 田〓, Kahn〓, 3日,

 25日 後 いず れ もWaR〓,村 田 〓, Kahn〓,

 43日 後にWaR±,村 田〓, Kahn〓,と な り,

 78日 後WaR-,村 田 〓, Kahn〓, 126日 後

WaR-,村 田-. Kahn+, 145日 後WaR-,

村 田 ±, Kahn+,187日 後WaR-,村 田-,

 Kahn±, 204日 後WaR-,村 田-, Kahn+,

 229日 後WaR-,村 田-, Kahn±,そ の後254

日, 295日 といずれ も陰性.ぺ.治 療 中体 重

は1.5kg減 少 した.

第2期 潜伏 梅 毒

第14例　 岡 ○ 真 23才 男 無 職 初 診 昭

和25年2月6日 第2期 潜 伏 梅 毒

現症　 昭和23年4月 頃 硬 性 下疳 に罹 患 し

放 置.頸 部,腋 窩 部,鼠 蹊 部 に扁 豆大 の淋 巴

腺腫 脹 を認 め る. WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法迄 の治療　 クロ ロア ー セ ミン0.86g,

次 サ リチル酸 蒼 鉛(以 下 次 サ蒼 鉛 と略 記)10

回注 射 す る も, WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及び経 過　 結 ぺ カ. 60万1日4回 分注,

総 量600万 単 位.360万 単 位 でWaR+.村

田〓, Kahn〓, 600万 単 位 終 了時WaR〓,

村 田+, Kahn〓, 28日 後WaR-,村 田〓,

 Kahn〓 .副 作 用 は 全 く認 め られ なかつ た.

第15例　 浜○益 ○ 27才 女 無 職 初診 昭

和26年6月2日 第2期 潜伏 梅 毒

現症　 11/Ⅴ 始 め て血 清 反応 陽 性 に気 付 く.

腋 窩部,鼠 蹊 部 に淋 巴腺 の無 痛性 腫脹 を認 め,

 WaR〓,村 田〓, Kahn〓 .

ぺ.療 法迄 の治療 マハル セ ミン0.28kg,

次サ 蒼鉛4回 注 射 す る もWaR〓,村 田〓,

 Kahn〓 .治 療 及 び経 過 複 合 水 性 ペニ シ リン

(以 下複 ぺ.と 略 記) 40万1日1回 筋 注,合

計240万 単位,水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

合計390万 単 位,総 量630万 単 位. 160万 単

位 でWaR〓,村 田〓, Kahn〓, 630万 単位 終

了時にWaR〓,村 田 〓, Kahn〓, 13日 後

WaR〓,村 田 〓, Kahn〓, 31日 後WaR〓,

村田〓, Kahn, 52日 後WaR〓,村 田〓,

 Kalm〓.ぺ.注 射 後 は マ ハル セ ミン0.82g併

用.ぺ.療 法 中に 体 重0.85kg減 少 を認 めた,

第16例　 大○ 俊 ○ 26才 女 無 職 初診 昭

和27年12月13日 第2期 潜伏 梅 毒

現症　 夫 が 結 婚前 駆 梅療 法 を受 け た ので,

昭 和24年12月 血 清 反応 を行 い陽性.サ ル バ

ル サ ン 療 法 を 受 け た.WaR+,村 田+,

 Kahn〓.

ぺ.療 法迄 の治 療　 サ ル バル サ ン(以 下「サ 」

剤 と略 記)0.36gに,て,WaR+,村 田+, Kahn〓.

治 療及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日1回 筋 注,

総 量720万 単位. 720万 単 位 終 了 時WaR-,

村 田 〓, Kahn〓,6日 後WaR-,村 田〓,

 Kahn〓.次 い で 昭 和28年1月31日 よ リマ

ラ リア発 熱 療 法を 行 い,3月3日WaR〓,村

田〓,Kahn〓,3/Ⅲ よ り水 ぺG. 60万1日2

回分 注,総 量990万 単 位210万 単位 でWaR

- ,村 田〓, Kahn〓,990万 単 位 終 了 時 に

WaR-,村 田〓, Kahn〓, 27日, 44日, 62

日, 83日 後 と い ず れ もWaR-,村 田+,

 Kahn+, 122日, 150日 後 はWaR-,村 田-,

 Kahn±, 161日 後 に はWaR-,村 田-,

Kahn-,そ の後173日,208日 といず れ も陰

性.第2回 目のペ.療 法 中体 重1.4g減 少.

第17例　 河 ○ 悦○ 26才 女 会 社 員 初 診

昭和27年10月31日 第2期 潜伏 梅 毒

現症　 9月 集 団 検 診 で 陽 性 を 知 り,サ 剤

2,8加 注 射. WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及 び経過　 水 ぺC. 60万1日1回 筋注,

総 量2100万 単位. 300万 単 位 でWaR±,村

田 ±, Kahn+, 600万 単位 でWaR-,村 田

〓, Kahn〓, 1200万 単 位 でWaR±,村 田

〓, Kahn+, 1800万 単 位 でWaR-,村 田+,

 Kah〓, 2100万 単 位 終 了時WaR-,村 田 ±,

 Kahn+.体 重は300万 単 位 後2.3kg減 少,

 720万 単 位 で更 に0.1kg,1200万 単 位 で更 に

0.9kg,1800万 単位 後 に は治 療前 よ り3.4kg

の減 少 を認 めた.

第18例　 斉○ 嘉 ○ 22才 男 官 史 初 診

昭 和25年6月30日 第2期 潜 伏 梅 毒

現症　 昭和23年5月 感 染機 会,6月 下 疳

生 じ,来 院迄 に マ ハル ゾー ル14回,次 サ 鉛

7回 注射,現 在全 身倦 怠 感 を訴 え る. WaR〓,

村 田〓, Kahn〓.
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ぺ .療 法 迄 の 治 療 ク ロ ロ ア ー セ ミン

3.55g, 次サ蒼 鉛32回 注 射 .WaR-.村 田

±,hahn〓 .

治 療 及び経 過　 油 ぺG. 60万1日1回 筋 注,

総 量630万 単 位.270万 単 位 でWaR-,村

田 ±, Kahn〓, 630万 単 位 終 了時WaR-,

村 田 ±, Kahn+, 11日 後WaR-,村 田-,

 Kahn+, 25日, 37日 後 とWaR-,村 田-,

Kahn+, 53日 後WaR-,村 田-, Kahn-,

 71日, 330日 後WaR-,村 田-, Kahn+ .

ぺ注 射後 マ ハル セ ミン1.37g,次 サ蒼 鉛6回

併 用,ぺ 療 法 中副作 用 は 認 め られず,体 重

は0.5kg増 加 した.な お330万 単位 後 全 身倦

怠 感 は 消失 した.

第19例　 武○ 俊○ 24才 男 運 転 手 初

診 昭和25年3月23日　 第2期 潜 伏 梅 毒

現症　 昭和22年8月 末 亀頭 部 に.潰瘍 を認

め,サ 剤8回,マ ハ ル ゾ ー ル38回 注 射.

 WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及 び経 過 油 ぺG. 60万1日2回 分 注,

総 量900万 単 位.240万 単 位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓,540万 単 位 でWaR〓,村 田〓,

 Kahn〓, 12日 後WaR〓,村 田〓, Kahn〓,

注 射 終 了後 ク ロ ロア ー セ ミン0.3g併 用,ぺ.

療 法 中 に体 重1.5kg減 少 した.

第20例 神 ○ 栄26才 女 無職 初 診

昭 和25年4月3日 第2期 潜 伏 梅 毒

現 症　 昭 和23年 結婚,同 年5月 血 清 反 応

陽 性,サ 剤20回 注 射.鼠 蹊部 に数個 の淋 巴

腺 腫 脹 を認 め, WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

 治 療 及び経 過　 水 ぺG. 30万1日2回 分 注,

総 量600万 単 位. 150万 単 位 でWaR〓,村

田〓, Kahn〓,300万 単 位 でWaR-,村 田

〓,Kahn〓, 450万 単 位 でWaR〓,村 田〓,

 Kahn〓, 600万 単 位 終 了時WaR〓,村 田〓,

 Kahn〓.ぺ.療 法 中90万 単 位 で体 重0.6kg減

少 したが, 10回 目には 正 常 に復 した.9回 目

よ り注 射後 約1時 間 に て 前頭部 に頭痛 を訴 へ,

約2時 間後 消褪,ぺ 療 法 後 は頭痛 は全 く認あ

られ なか つた.

第21例 立　○ 春○ 35才 男 事務 員 初

診 昭 和24年5月7日 第2期 潜伏 梅 毒

現症　 昨年7月 末淋疾に罹患 梅毒 には気

付かない.WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治療 及び経過　 油蝋ペニシ リン30万1日1

回筋 注,総 景300万 単位,120万 単 位 でWaR

±,村 田〓,Kahn〓, 300万 単 位 終 了時WaR

+,村 田〓, Kahn〓, 51日 後WaR±,村 田

〓, Kahn+.ぺ.療 法 中に体 重0.3kg減 少 した.

第22例 大 ○ 清 ○ 33才 男 会 社 員 初

診 昭 和27年4月3日 第2期 潜伏 梅 毒

現症　 昭 和26年 硬性 下 疳 に 罹 患,現 在迄

に マハ ル ゾー ル1.62g,ミ ノ フ ァー ゲ ンAL

11回 注 射. WaR-,村 田-, Kahn+.

治療 及 び経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位.150万 単 位 でWaR-,村 田

- , Kahn+, 300万 単 位 でWaR-,村 田-,

 Kahn-, 600万 単 位 終 了時WaR-,村 田-,

 Kahn±.ぺ.療 注 中副作 用 は な ん ら認 めない.

第23例　 森 ○ 子 24才 女 無 職 初診

昭 和27年9月14日 第2期 潜 伏 梅 毒

現症　 約10ケ 月前感 染 機会,6ケ 月後 血

清 反応 陽性,サ 剤10回,マ ハル ゾー ル4回,

次 サ蒼 鉛7回 注射.鼠 蹊 淋 巴腺 両 側 共に2,3

個,右 腋 窩腺1個 扁 豆 大 の腫 脹 を認 め,凝 集

法〓,ス ライ ド法+.

治 療 及び経 過　 水 ぺG. 60万1日1回 筋注,

総 量600万 単 位. 600万 単 位 終 了時 凝集 法〓.

ス ラ イ ド法-,11日 後 凝集 法〓,ス ライ ド法

+, 23日 後 凝 集法+,ス ラ イ ド法-,そ の後

35日, 63日, 91日 といず れ も陰性.認 むべ き

副 作用 は な かつ た.ぺ,注 射後 マハ ル セ ミン

1.45g,次 サ蒼 鉛12回 併 用 した.

第3期 潜 伏 梅毒

第24例 鈴 ○義 ○ 46才 男 会 社 員 初

診 昭和27年9月25日 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 10年 前 横 痃切 開,半 年 前 よ り後頭

部 の頭痛,耳 鳴 あ りて血 清 反応 陽 性 と言 われ,

ペ ニ シ リン1200万 単 位 注 射 .後 頭 部 の頭痛,

耳鳴 を認 め, WaR+,村 田〓, Kahn〓.

ぺ ,療 法 迄 の治 療　 9/Ⅹ マ ラ リア発 熱 療法

を行 うも,WaR+,村 田〓, Kahn〓.

治療 及び 経 過　 水 ぺG. 60万1日2回 分 注

,総 量1560万 単 位. 240万 単 位 でWaR-,村 田
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〓,Kahn〓,480万 単 位 でWaR±,村 田〓,

Hahn〓,840万 単 位 でWaR-,村 田-, Kahn

±,1200万 単 位 でWaR±,村 田+, Kahn±,

1320万 単位 でWaR-,村 田 ±, Kahn+,

 1560万 単位 終 了時WaR-,村 田〓,, Kahn〓,

5日 後WaR-,村 田+, Kahn+,11日 後

WaR±,村 田 ±, Kahn±, 16日 後WaR-,

村 田 ±. Kahn〓,25日 後WaR-,村 田-,

Kahn+,そ の後35日, 40日, 50日, 70日 と

いず れ もWaR-,村 田 ±, Kahn±.頭 痛,

耳鳴 は300万 単位 後 消褪,ぺ.療 法 中 に 体 重

2.7kg減 少 した.

第25例 大○ 桂 ○ 22才 女 農 業 初診

昭和27年3月24日 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 昭和23年 結 婚 後1ケ 月に て両側 鼠

蹊部淋 巴腺無 痛性 腫 脹 を 認 めたが 放 置.現 在

自覚症 状 は ない.Wah〓,村 田〓, Kahn〓.

 治療 及び 経過　 油 ぺG. 150万1日1回 筋注.

総 量750万 単位.750万 単 位 終 了 時にWaR〓,

村 田〓, Kahn〓.副 作 用 はな ん ら 認 め ず,

体 重 も1.6kg増 加 を認 め た.

第26例　 石 ○ 竹○ 33才 男 農 業 初診

昭和27年2月18日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 感 染 時期 不 明 で 自覚 症状 は 全 くな い.

 WaR-,村 田〓, Kahn〓 で 淋 巴 腺 腫 脹 は 認

め ない.

ぺ.療 法 迄 の治 療 マハ ル セ ミン0.34g注

射す る もWaR-,村 田〓, Kahn〓.

 治療 及び経 過　 油 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量300万 単位. 300万 単 位 終 了時WaR-,

村 田〓, Kahn〓, 14日 後WaR-,村 田〓,

Kahn〓,60日 後WaR-,村 田 ±, Kahn±.

ぺ療 法中副 作用 は な ん ら認 め られ なか つ た .

 第27例 大 ○ 津○ 郎 61才 男 無 職 初

診昭和26年12月9日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 約20年 前 肩凝 り,偏 頭 痛 のた め血 清

反応 を行 い,陽 性 と言 わ れ サ剤7回 注 射.現

在左側偏頭 痛,左 上 膊 よ り肩 に 及ぶ 牽 引痛 あ

り, WaR〓,村 田〓, Kahn〓 .

治療及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日2向 分注,

総量750万 単位.偏 頭 痛 は90万 単 位 後 よ り

次第に軽快,330万 単 位 に てほ とん ど消 失,

630万 単 位 で偏 頭 痛,牽 引痛 は完 全 に消褪.

血 清 反応 は300万 単 位 でWaR〓,村 田 〓,

 Kahn〓, 750万 単 位 終 了時 にWaR〓,村 田

〓, Kahn〓, 2日 後WaR〓,村 田〓, Kahn

〓,9日 後WaR+,村 田〓, Kahn〓, 18日,

 24日 後WaR〓,村 田〓, Kahn〓, 34日, 38

日後WaR±,村 田〓, Kahn〓, 45日, 87日

後WaR-,村 田 〓, Kahn〓,ぺ.終 了後 マハ ル

セ ミン0.49g,ミ ノフ ァー ゲ ンAL40回 併用.

ぺ療 法 中体 重0.2kg減 少 し, 60万 単 位 注 射

後 約30分 に注 射部 位 と反 対 側に腰 痛,同 時 に

胃重感 を訴 へ,約3時 間 後 に消 失.120万 単

位 時 に 注射 約20分 後 に右 肩,左 下 肢 の牽 引

痛,右 腰 部 の鈍 痛 を訴 へ,約3時 間 後 に消 褪,

210万 単位 時 に も同様 の症状 現 わ れ約3時 間後

消褪 した.

第28例　 梁○ 永○ 45才 男 労 働 者 初

診 昭和26年11月30日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 約3年 前腰 痛 のた め 内科 へ入 院 中,

血 清反 応陽 性 と云 わ れ,本 年3月 よ り3ケ 月

間 サ剤17回 注 射. WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法 迄 の治療　 7/XIIよ り翌12/Ⅱ まで

に マハ ル セ ミン0.96g注 射. WaR+,村 田〓,

Kahn〓.

治 療 及び 経過　 水 ぺG60万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位.300万 単 位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓, 600万 単 位 終 了時WaR-,村

田+, Kahn〓, 11日 後WaR±,村 田+, Kahn〓,

 WaR-,村 田〓, Kahn〓,29日 後WaR-,

村 田〓, Kahn〓, 48日 後 にWaR〓,村 田〓,

 Kahn〓,ぺ 。療 法 後 に マノ、ル セ ミン1.88g,

ミノ ファー ゲ ンAL15回 併 用.ぺ,療 法 中 体

重 は1.3kg減 少 し, 17日 後 に回復 した.

第29例　 渡○ 和 ○ 55才 女 無 職 初 診

昭 和25年1月4日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 約7ケ 月前 血清 反 応陽 性 に始 め て 気

付 いた.WaR-,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法 迄 の治 療 マハ ル セ ミン3 .53g,

ク ロ ロアー セ ミン5.68g,次 サ蒼 鉛15回,ミ

ノ ファー ゲ ンAL64回 注 射. WaR-,村 田

±, Kahn±.

治 療 及び 経過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋注,
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総 量600万 単 位330万 単 位 でWaR-,村 田-,

 Kahn-, 600万 単位 終 了時WaR-,村 田-,

 Kahn-, 15日, 63日 後 の検査 は いず れ も陰性,

 155日, 174日, 191日 後 は いず れ もWaR-.

村 田-, Kahn±,そ の 後205日, 226日, 261

日, 316日, 378日, 466日, 564日, 663日 と

いず れ も陰 性.な お63日 まで に マ ハ ル セ ミ

ン0.72g併 用 した が,そ の後 は 全 くの 無 治 療

で経 過 を観 察 した.ぺ.療 法 中120万 単 位 で

体 重1.2kg減 少, 360万 単 位 で正常 に復 した.

第30例　 木 ○ 安○ 51才 女 無 職 初 診

昭和25年8月21日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 昭和24年12月 血 清 反応 陽性 で マハ

ル ゾ ール25回 注 射.WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法迄 の治療　 21/Ⅷ よ り翌17/Ⅳ まで

に マハ ル セ ミン1.5g,次 サ蒼 鉛21回 注 射,

 WaR+.村 田〓, Kahn〓.

治 療及 び経 過　 複 ぺ下. 40万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位.240万 単位 でWaR-,村 田

〓, Kahn〓, 360万 単位 でWaR-,村 田 ±,

Kahn±, 600万 終 了時WaR±,村 田+, Kahn+,

 25日, 120日 後 とい ずれ もWaR-,村 田 ±,

 Kahn+, 498日 後WaR-,村 田+, Kahn+,

 627日 後WaR-,村 田 ±, Kaln±.ぺ.注 射

後 マ ハル セ ミン0.16g併 用,ぺ 療 法 中体 重

1.3kg減 少 した.

第31例　 大○ 育○ 28才 男 農 業 初 診

昭和27年4月3日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 昭和22年 硬性 下 疳 に罹 患,サ 剤約

30回 注射.WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法 迄 の治 療　 3/Ⅳ よ り20/Ⅴ まで に

マハ ル セ ミン0.08g注 射, WaR〓,村 田〓,

Kahn〓,

治 療 及 び経 過　 油 ぺG150万1日1回 筋注,

総 量750万 単 位. 750万 単 位終 了時WaR〓,

村 田 〓,Kahn〓,副 作 用 は なん ら 認 め られ

なか つ た.

第32例　 多 ○久 ○ 50才 女 無 職 初 診

昭和23年9月8日 第3期 潜伏 梅 毒

現 症　 昭和22年 血 清 反応 陽 性 に 気 付 き,

サ剤15回 注射.全 身症状 に著 変 な くWaR±,

村 田〓,Kahn〓.

ぺ療 法迄 の治療 昭 和23年9月8日 よ り

昭 和26年6月19日 まで に マハ ル ゾー ル2.1g,

ク ロ ロア ー セ ミン0.28g,次 サ蒼 鉛18回,ミ

ノフ ァー ゲ ンAL36回 注 射, WaR±,村 田〓,

Kahn〓.

治 療 及 び経 過　 複 ぺ. 40万1日1回 筋注,

合 計120万 単 位,水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

合 計480万 単 位,総 量600万 単 位. 330万 単

位 でWaR〓,村 田〓, Kahn〓. 600万 単 位終

了時WaR〓,村 田〓, Kahn〓, 7日 後WaR

- ,村 田〓,Kahn〓.ぺ.療 法 中体 重1.0kg減

少 した.

第33例　 阿○ 三 ○ 35才 男 会 社 員 初

診 昭和27年3月25日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 24才 の 時硬 性 下 疳 に罹 患,サ 剤3回

注射.WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日1回 筋注,

総 量1020万 単 位240万 単 位 でWaR-,村 田

〓, Kahn〓, 600万 単位 でWaR-,村 田〓,

Kahn〓,900万 単 位 でWaR-,村 田〓, Kahn

〓.1020万 単位 終 了時WaR-,村 田+,

 Kahn〓.副 作用 は な ん ら認め られ な かつ た.

第34例　 土○ 吟 ○ 46才 男 会 社 員 初

診 昭 和27年1月28日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症 昭和23年3月 保健 所 で血 清 反応 陽

性 と言わ れ,昭 和26年6月 まで に サ剤24回,

マ ハル ゾー ル65回,ぺ.1200万 単 位注 射. WaR

〓,村 田〓, Kahn〓 の外 著変 は 認め られ な い.

ペー 療 法迄 の治 療 マ ラ リア発 熱療 法 を行

いWaR±,村 田 〓, Kahn〓.

治療 及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日2回 分注,

総 量1110万 単 位.300万 単 位 でWaR-,村

田-, Kahn±, 600万 単 位 でWaR-,村 田

- , Kahn+, 1110万 単 位 終 了時WaR-,村 田

±, Kahn±, 28日 後WaR-,村 田 ±, Kahn

±.副 作 用 は なん ら認め られ なか つた.

第35例　 青 ○ 二○ 53才 男 工 員 初診

昭和26年1月9日 第3期 潜伏 梅毒

現症　 23才 の時 硬性 下 疳 に罹 患,サ 剤 を約

三 ケ 月間 注射. WaR〓,村 田 〓, Kahn〓.

ぺ.療 法迄 の治 療　 マハ ル セ ミン0.08注 射,

 WaR〓,村 田〓, Kahn〓.
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治 療 及 び 経 過　 複 ぺ. 40万1日1回 筋 注,

合 計120万 単 位,水 ぺG.30万1日1回 筋 注,

合 計420万 単 位,総 量540万 単 位.240万 単 位

でWaR-,村 田 ±, Kahn+. 450万 単 位 で

WaR-,村 田 ±, Kahn〓, 540万 単 位 終 了 時

にWaR- .村 田-, Kahn±, 23日 後WaR

-
,村 田-, Kahn±, 32日 後WaR-.,村 田

±, Kahn±.副 作 用 は な ん ら認 め なか つた .

第36例　 水○武○ 39才 男 会 社員 初診

昭和24年6月4日 第3期 潜伏梅毒

現症　 昭和18年 第2期 梅 毒 疹に罹患, サ

剤 約4C回 注 射.WaR〓,村 田 〓,Kahn〓.

ぺ.療 法 ま で の 治 療　 昭 和24年6月4日

よ り皓 和25年7月18日 ま で に マ ハ ル ゾ ー ル

2.56g,ク ロ ロ ア ー セ ミン2.54g,次 サ 蒼 鉛41

回,ミ ノ フ ァ ー ゲ ンAL47回 注 射, WaR+,

村 田+, Kahn〓.

治 療 及 び 経 過　 水 ぺG.30万1日2回 分 注,

総 量330万 単 位.120万 単 位 でWaR±,村 田

〓,Kahn〓, 330万 単 位 終 了 時WaR-,村

田+, Kahn〓, 40日 後WaR-,村 田 ±,

 Kahn〓, 57日 後WaR-,村 田 ±, Kahn. ,

99日 後 にWaR-,村 田+, Kahn+, 121日

後WaR-,村 田-, Kahn+,そ の 後135日,

 150日, 1581日, 211日 と い ず れ も陰 性-ペ.療

法 後 マ ハ ル セ ミ ン0.56g,ク ロ ロ ア ー セ ミン

1.1g併 用,ぺ.療 法 中 体 重1.2kg減 少, 40日

後 正 常 に 復 した.

第37例　 加 ○ 与○ 市51才 男 商 業 初

診 昭 和25年8月28日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 自覚 症 状 な く梅 毒 に 気 付 か ず. WaR

〓
,村 田 〓, Kahn〓 で 白 然 排 尿 な く,残 尿

200ccを 認 む .

治 療 灰び 経 過　 水 ぺG. 60万1112同 分 注,

総 量600万 単 位. 300万 単 位 でWaR"下,村 田

〓,Kahn〓. 600万 単 位 終 了時WaR〓,村 出

〓,Kahn〓, 5日 後WaR〓,村 田 〓, Kahn

〓, 25日 後WaR〓,村 田 〓, Kahn〓, 36日

後WaR+,村 田 〓, Kahn〓, 45日, 57日 後

は い ず れ もWaR〓,村 田 〓, Kahn〓, 78日

後WaR-,村 田+, Kahn±95日 後WaR-,

村 田 ±, Kahn±.全 身 症 状 に 対 して は240万

単 位 で 自 然 排 尿 を 認 め 残 尿 も115ccと な り,

300万 単 位 で残 尿10cc,480万 単位 で 残 尿全 く

な く排 尿 正常 となつ た.ぺ.療 法 中体 重0.3kg

減 少 した.ぺ.療 法後 マハ ル セ ミン1.82g,

次 サ 蒼鉛20回 併用.

第38例　 阿 ○ 喜○ 郎 71才 男 工 員 初

診 昭 和25年9月11目 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及び経 過　 水 ペG. 60万1日2回 分注,

総 量600万 単位.330万 単 位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓,600が 単 位終 了時WaR〓,村 田

〓,Kahn〓,そ の後 無 治 療 で 観 察 す るに,

 19日 後WaR-,村 田 〓, Kahn〓, 33日 後WaR

+村 田〓, Kahn井, 35日 後WaR+,村 田 〓,

Kahn〓, 48日 後WaR-,村 田〓, Kahn〓,

 53H後WaR-,村 田〓, Kahn〓, 93日 後WaR

-
,村 田+,Kahn+,122日 後WaR-,村 田

+,Kahn+.ぺ.療 法 中に体 重0.6kg減 少 した.

第39例　 藤○ 由○　 30才 男 会 社 員 初

診 昭 和 部 年2月8日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症 約8年 前硬 性下 疳 に罹 患,約4ケ 月

間 治 療.WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法 迄 の治僚8/Ⅱ よ り28/Ⅳ まで に マ

ハ ル セ ミン2 .4g,次 サ蒼 鉛12回 注 射, WaR

〓,村 田〓, Kahn〓.

治療 及び経 過 水 ぺG.30万1日1.回 筋 注,

総 量210万 単 位,150万 単 位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓, 240万 単 位終 了時WaR±,村

田+, Kahn+, 13日, 27日, 55日 後は いず

れ もWaR-, 村 田 〓, Kahn〓, 97日, 140日

後WaR-,村 田 〓, Kahn〓, 254日 後WaR

+,村 円+, Kahn〓, 312日 後WaR+,村 田

〓, Kahn〓, 373〓 後WaR±.村 田 〓, Kahn

〓, 562日 後WaR-,村 田 ±, Kahn〓.ぺ.

療 法 後 マハ ル セ ミンを12.3g.ミ ノフ ァー ゲ ン

AL71回 併用.体 重は150万 単 位で1.5kg減 少,

240万 単 位 終 了時 更 に0.8kg減 少 を認 め た.

第40例　 山○ 千○ 35才 女 無職 初診

昭 和25年2月22日 第3期 潜伏 梅毒

現 症　 WaR〓,村 田 〓, Kahn〓 の 外 全 身

症 状 は 認 め られ ない.

ぺ下療 法 迄 の治 療22/Ⅱ よ り15/Ⅶ まで に ク
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ロ ロアー セ ミン5.04.マ ハ ル セ ミン0.64g,次

サ 蒼 鉛23回 注 射,WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及び 経 過　 水 ぺG. 60万1日2回 分注,

総 量600が 単 位. 300万 単 位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓, 600万 単 位 終 了時WaR〓,村

田 〓, Kahn〓, 16日 後WaR〓,村 田〓,

 Kahn〓.

ぺ -療 法 後 マ ハル セ ミン 0.56g, ミノ フ ァ

ー ゲ ンAL6回 併用 ,ぺ 療 法 中 体 重0.3kg

減 少 した.

第41例　 木○ 泰 ○ 43才 男 農 業 初 診

昭和25年10月17日 第3期 潜伏 梅 毒

現 症　 約12年 前硬性 下 疳 に罹 患, WaR〓,

村 田 〓, Kahn〓 で その他 著 変 は な い.

ぺ 療 法 迄 の治 療 17/Xよ り24/Ⅹ までに

クロ ロ アー セ ミン0.16g注 射, WaR〓,村 田

〓, Kahn〓.

治療 及 び経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量570万 単 位.270万 単 位でWaR±,村 田

〓, Kahn〓,570万 単 位 終 了時WaR〓,村

田〓, Kahn〓.副 作 用は な ん ら認め な かつ た.

第42例　 蔵○ 茂○ 54才 男 農 業 初 診

昭和25年8月8日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 WaR-,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法迄 の治療 ク ロロア-セ ミン1.19g,

次 サ蒼鉛4回 注射, WaR〓.村 田 〓, Kah〓.

治 療 皮び 経過　 水 ぺG. 60万1日2回 分 注,

総 量600万 万単 位. 300万 単 位でWaR R+,村 田

〓, Kahn〓, 600万 単 位 終 了 時に はWaR〓,

村 田〓, Kahn〓, 38日 後WaR〓,村 田 〓,

 Kahn〓.ペ.療 法 後 マ ハル セ ミン0.56g併 用.

ぺ療 法 中に 俸重 は0.3kg減 少 した.

第43例　 浅○ 年○ 47 才男 会社員 初

診 昭 和25年8月12日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 20年 前血清 反応 陽性 に て治 療 を うけ

陰1生 となつ た.WaR41,村 田 〓, Kahn〓.

江療 及 び 経過　 水 ぺG. 60万1日2回 分 注,

総 量600万 単位. 300万 単 位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓, 600万 単 位 終 了時WaR〓,村

田〓, Kahn〓, 11日 後WaR〓,村 田 〓,
 
Kahn〓, 28日 後WaR〓,村 田 〓, Kahn〓,

 37日 後 にWaR+,村 田 〓, Kahn〓, 50日 後

WaR〓,村 田 〓, Kahn〓, 64 H後WaR〓.

村 田 〓, Kahn〓.ぺ.療 法後 ク ロ ロアー セ ミン

0.78g,マ ハル セ ミン0.3g,次 サ蒼 鉛17回 併

用.ぺ.療 法 中体 重 は300万 単位 で1.0kg減 少

したが ぺ.終 了時 に は 正常 に復 した.

第44例　 瀬○ 正 ○ 36才 男 教 員 初 診

昭 和25年5月12日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 昭 和10年 頃 数 回感 染 機 会が あつ た.

WaR〓,村 田 〓, Kahn〓 の外 著 変は ない.

 ぺ療 法 迄 の治 療 ク ロ ロアー セ ミン0.86g,

マ ハル セ ミン0.32g,次 サ 蒼 鉛19回,ミ ノ

フ ァー ゲ ンAL 10回 注 射, WaR〓,村 田 〓,

Kahn〓.

治療 及 び経 過　 水 ぺG.60万1日2回 分注,

総 量600万 単 位.300万 単 位 でWaR+,村 田

〓, Kahn〓, 600万 単 位 終 了 時WaR±,村

田 〓, Kahn〓, 30日 後WaR+,村 田 〓,

 Kahn〓, 48日 後WaR〓,村 田 〓, Kahn〓,

63日 後 にWaR±,村 田 〓, Kahn〓.ぺ,療 法

後 マ ハ ル セ ミン0.06g,次 サ 蒼 鉛12回,ミ ノ

フ ァー ゲ ンAL17回 併 用.ぺ 療 法 中体 重1.05

kg減 少 し,ぺ.注 射 中37.2℃ よ り37.4℃ の

発 熱 が あ り,終 了 後 は 平 熱.

第45例　 原 ○ 弘○ 29才 男 鉄 道 員初 診

昭 和26年7月18日 第3期 潜 伏 梅毒

現症　 約7年 前硬 性 下疳 に 罹患,サ 剤10回

注 射.WaR-,村 田+, Kahn〓.

治 療 及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位.240万 単 位 でWaR-,村 田
- , Kahn±, 600万 単 位 終 了時WaR-,村

田-, Kahn〓, 11日 後, 17日 後 はWaR-,

村 田,Kahn+, 37日 後WaR-.村 田-,

 Kahn±, 71日 後WaR〓,村田+, Kahn+,

 171日 後にWaR〓,村 田 〓. Kahn±,そ の

後291日, 349日, 419日, 492日, 607日. 760

日後 の検査 は いず れ も陰 性.尚349日 目まで

は マハ ル セ ミン8.8g併 用,そ の後 は 無 治療.

副作 用 は なん ら認め られず,体 重の 増減 も全

くなか つた.

第46例　 大○ 勇 ○ 49才 男 農 業 初 診

 昭 和26年7月30日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 WaR+,村 田〓,Kahn〓.

ぺ.療 法 迄 の治 療 マハ ル セ ミン0.22g.注 射,

WaR±,村 円〓,Kahn〓.
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治療 及び経 過　 水 ぺG, 60万1日1回 筋 注,

総 量600万 単位.240万 単 位 でWaR-,村 田

±, Kahn〓, 600万 単位 終 了時WaR-,村

田-,Kahn-.副 作 用 は な ん ら認 め られ な い.

第47例　 亀 ○ 利○ 71才 男 無職 初 診

昭 和26年10月3日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法 迄 の治 療 マハ ル セ ミン0.87g,

ミノ フ ァー ゲンAL20回 注 射, WaR〓,村 田

〓, Kahn〓.

治療 及び 経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋7,

総 量600万 単位.270万 単位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓,600万 単位 終 了時WaR4〓,村 田〓,

 Kahn〓,そ の後11日, 24日, 30日 後 の検 査

は いずれ もWaR〓,村 田 〓, Kahn〓.ぺ.

終 了後 マハ ル セ ミン0.88g併 用.ぺ.療 法 中

副作 用は な ん ら認 め られ な か つた.

第48例　 中○清 ○ 34才 男 会 社 員 初

診 昭和26年1月24日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 WaR-.村 田 ±, Kahn〓.

治 療及 び経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋注,

総 量2490万 単 位. 180万 単位 でWaR-,村

田-, Kahn〓, 300万 単 位 でWaR-.村 田

- , Kahn〓, 450万万単 位 でWaR-,村 田-,

 Kahn〓, 600万 単 位 でWaR-.村 田+.

Kahn〓,2490万 単 位 終 了時WaR-.村 田-。

Kahn-,そ の後3日,17日.109日 といず れ も

陰性.ぺ療法中 認 むべ き副作 用 は なか つ た.

第49例　 河○ 廉 ○ 69才 男 弁 護 士 初

診昭 和26年3月14日 第3期 潜伏 梅 毒

現 症　 25才 の時 感 染機 会,約1ケ 月後陰 茎

に無 痛性 潰 瘍 を発 生,当 時 無 治 療.WaR〓,

村 田〓,Kahn〓 のほ か 著 変は 認 め られ な い.

治療 及び経 過　 水 ぺG. 60万1日12回 分 注,

総 量900万 単位. 450万 単 位 でWaR〓,村 田

〓,Kahn〓,900万 単位 終 了時WaR〓,村

田〓, Kahn〓, 6日 後WaR〓,村 田 〓,

 Kahn〓,そ の後11日, 17臼, 26日, 86日 後

の検 査は いず れ もWaR〓,村 田〓, Kahn〓,

ぺ。終 了後 マハ ル セ ミン1 .59g,ミ ノフ ァー ゲ

ンAL22回 併 用.ぺ.療 法 中体 重は1.7kg減 少

した.

第50例　 西 ○ 敏 ○　 33才 男 塩 業 初 診

昭 和24年1月3日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 昭 和21年 血 清 反 応 陽 性 に 気 づ き僅

か に 治 療 を うけ た.WaR-.村 田+, Kahn+.

ぺ.療 法 迄 の 治 療 マ ハ ル ゾ ー ル6.65g,

次 サ 蒼 鉛27回,ミ ノフ ァ ー ゲ ンAL61回 注 射,

WaR-,村 田 ±, Kahn+.

治 療 及 び 経 過　 結 ペ カ.30万1日5回 分注,

総 量600万 単 位. 180万 単 位 でWaR-,村 田

- ,Kahn+, 270万 単 位 でWaR-,村 田 ±,

 Kahn±, 360万 単 位WaR-,村 田 ±, Kahn+,

600万 単 位 終 了 時WaR-,村 田-, Kahn+,

 34日 後WaR-, .村 用+, Kahn+, 72日 後

WaR-,村 田-, Kahn±, 112日 後WaR-,

村 田-, Kahn+, 136日 後WaR-,村 田-,

 Kahn-.ぺ.終 了 後 サ 剤7.29g併 用.ぺ.療

法 中に 体 重 は300万 単 位 で2.6kg減 少,540

万 単 位 で 更 に5.1kg減 少,す な わ ち7.7kg

減 少 した.ぺ.終 了 後1ケ 月 に て 正 常 に 復 し

た.

第51例　 高 ○ 大 31才 男 商 業 初 診

昭 和24年4月18日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 21才 の 時 硬 性 下 疳 に 罹 患.現 在 全 身

痙 状 に 著 変 な く,WaR〓,村 田 〓, Kahn〓.

ぺ.療 …去迄 の 治 療　 18/Ⅳ よ り25/〓 ま で に

サ 剤30回,マ ノ・ル セ ミン0.12g,ク ロ ロ ア

ー セ ミン0 .06g,次 サ 蒼 鉛7回 注 射,WaRな

し,村 田 〓,Kahn〓.

治 療 及 び 経 過　 結 ぺ カ.30万1日5回 分 注,

総 最600万 単 位.360万 単 位 でWaR-,村 田

〓, Kahn〓, 600万 単 位 終 了 時WaR±,村

田+, Kahn〓,13日 後WaR-, 村 田 ー,

 Kahn±, 36日 後WaR-,村 田 ±,Kahn±,

67日 後 にWaR-,村 田-, Kahn+,90日 後

WaR-,村 田-, Kahn-.そ の 後185日,

 261日, 292日, 320日, 357日, 485日, 760日

後 の 検 査 は い ず れ も 陰 性.な お90日 ま で は

マ ハ ル セ ミン1.12g併 用,そ の 後 は 無 治 療
.

ぺ.療 法 中体 重1.5kg減 少 した .90万 単 位 時

に30分 後 に 心 悸 亢 進,37.5℃ 発 熱,不 安 感

を 認 め,20分 間 で 消 褪 した.

第52例　 高 ○ 岩 ○ 33才 女 農 業 初 診
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昭 和28年7月11日　 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 約6年 前陽 性 に気 づ き,サ 剤 約30

回注 射 を うけ た.WaR+,村 田 〓, Kahn〓 ,

 治 療 及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日1回 筋注,

総 量1000万 単位. 540万 単位 でWaR±,村

田+, Kahn+. 900万 単 位 でWaR+,村 田

〓,Kahn〓,注 射 終 了時 及 び7日 後WaR±,

村 田+,Kahn+, 16日 後WaR±,村 田 〓,

Kahn〓.27日 後WaR+,村 田 〓, Kahn〓 ,

ぺ.終 了後 マハル セ ミン0 .98g.ミ ノ フ ァー ゲ

ンAI25回 併 用.ぺ 療 法 中体 重 は240万 単 位

で0.8kg減 少 したが1000万 単 位 終 了時 にほ

1.2kg増 加 した.

第53例　 松 ○清 ○ 36才 女 無 職 初 診

昭和28年1月6日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 3年 前陽 性 とい わ れ た が 無 治 療.

WaR〓,村 田 〓, Kahn〓.

ぺ.療 法迄 の治 療 6/Iよ り2/Ⅹ まで に マハ

ル ゾール57回,次 サ蒼鉛30回 注射 し,WaR

〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及 び経過　 水 ペG.30万1日1回 筋注,

総 量450万 単 位.150万 単 位 でWaR〓,村

田〓, Kahn〓. 300万 単 位 でWaR〓,村 田

〓, Kahn〓. 450万 単 位終 了時WaR+,村

田 〓,Kahn〓,ぺ.療 法 中 体 重 は1.6kg増

加 した.

第54例　 片 ○ み ○ り 27才 女 工 に 初診

昭 和28年3月27日 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 10年 前 に軟性 下 疳 に罹 患,昭 和25

年7月 血 清 反応 陽性,マ ハル ゾー ル100回 注

射.WaR±,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法迄 の 治 療11/Ⅳ マラ リア発 熱療 法

を 行 つた が,WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治療 及び経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位.270万 単位 でWaR+,村 田
〓
, Kahn〓. 600万 単位 終 了 時WaR±,村

田〓, Kahn〓.20日 後 、WaR±,村 田 〓,

Kahn〓.ぺ.療 法 中 体 重 は2.6kg増 加 した .

270万 単位 後 に,注 射20分 後 に前頭 部 に頭 重

感 を訴 へ,30分 後 に消 褪 した.

第55例　 野 ○光 ○ 54才 男 守 衛 初 診

昭 和28年2月3H 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 28才 の時 硬性 下 疳 に 罹 患,昭 和26

年 サ剤47回 注射.WaR〓,村 田 〓, Kahn〓.

ぺ.療 法 迄 の治 療　 25/Ⅱ マ ラ リア発 熱療 法

を行 つ たが,WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療 及び 経過　 水 ぺG. 60万1日2回 分注,

総 量600万 単 位.600万 単位 終 了後WaR〓,

村 田〓, Kahu〓,5日 後WaR+,村 田 〓,

 Kahn〓, 13日, 19日, 25日, 30日, 40日,

 50日 後 といずれ もWaR〓,村 田〓, Kahn〓 .

24/Ⅴ よ りさらに水 ぺG. 60万1日2回 分 注,

総 量630万 単位 使 用. 630万 単位 終 了時WaR

〓,村 田〓,Kahn〓,2日 後WaR〓,村 田

〓, Kahn〓, 6日, 11日 後 とWaR±,村 田

〓, Kahn〓,19日 後WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.終 了 後 マハ ル セ ミン2 .84g,ミ ノファー

ゲ ンAL4２ 回併 用.第1回 ぺ.療 法 中体 重は

0.8kg減 少 した.本 例 は 初診 時に 視 力減退,す

な わち右0.1,左0.9,で あつ た が 第1回 ぺ

療 法後右0,8,左0.9と 回復 した.

第56例　 後○ シ○ ノ　 55才 女 商 業 初

診昭 和,28年4月22日 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 夫 は結 婚 前梅 毒 に罹 患 して いた.昨

年 陽性 と言 われ,サ 剤10回 注 射.WaR±,

村 田〓,Kahn〓.

治 療 及び経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋注,

総 量750万 単 位,300万 単 位 でWaR+,村 田

〓, Kahn〓, 600万 単位 でWaR+,村 田〓,

 KRhn〓, 750万 単位 終 了時WaR〓,村 田〓,

 Kahn〓 とな つた の で3日 後 に マ ラ リア発 熱

療 法併用 したが,6日 後WaR±,村 田〓,

 Kahn〓,41日 後WaR±,村 田 〓, Kahn〓,

ペ.療 法 中750万 単 位 終 了時 に 体 重3.3kg減

少 した.

第57例　 藤○ 柳○ 71才 男 商業 初診

昭 和28年5月11日 第3期 潜 伏 梅 毒

現 症　 Wad〓,村 田〓, Kahn〓.

ぺ.療 法 迄 の治 療　 マ ハル セ ミン0.98g,

 ミノ ファ ー ク ンAL11回 注 射, WaR〓,村

田〓,Kahn〓,

治 療及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日2回 分 注,

総 量960万 単位.480万 単位 でWaR〓,村

田 〓, Kahn〓, 960万 単位 終 了 時 にWaR〓,
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村 田〓,Kahn〓.ぺ.療 法 中 体 重 は1.3kg

増加 した.

第58例　 大 ○ 徳 ○ 31才 男 船 員 初診

昭和24年9月8日 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 6年 前無 痛性 横痃,血 清 反 応 陽 陸,

サ剤5.3g注 射. WaR〓,村 田 〓, hahn〓.

ぺ.療 法迄 の 治 療 マハ ル セ ミン1.56g,

次サ蒼 鉛11回 注射,WaR〓,村 田〓. Kahn〓.

 治療 及 び経 過　 結 晶 ぺ ニ シ リンナ トリウム

塩40万1日4回 分 注.総 量:560万 単位. 200万

単位 でWaR±,村 田 〓, Kahlh〓, 360万 単

位 でNaRな し,村 田 ↓, Kahn〓, 480万 単

位 でWaR-,村 田-, Kahn+, 560ア万単位 終

了時WaR-,村 田+. Aahn+.ぺ.療 法 中体

重は400万 単位 で0.7kg減 少 した.

第59例　 藤 ○ 茂 45才 男 会 社 員 初

診昭 和28年8月24日 第3期 潜伏 梅 毒.

現症　 約10年 前 硬性 下 疳 に 罹 感,サ 剤約

15回 注射.全 身症 状 に著 変 な く,凝 集 法〓,

ス ラ イ ド法〓 .

ペ療 法迄 の治 療 マハ ル セ ミン4 .14g,次

サ蒼 鉛49回 注 射,凝 集 法〓,ス ラ イ ド法〓.

 治療 及 び経 過　 水 ペ(G. 30万1日1回 筋注,

総 量300万 単 位.300万 単 位 終 了時 凝 集 法〓,

ス ラ イ ド法〓,そ の後38日, 75日, 93日 と

いず れ も凝集 法〓,ス ライ ド法〓.副 作 用 は

なん ら認む べ き ものは なか つ た.

第60例　 小 ○ 和○ 36才 女 無職 初診

昭 和29年8月7日 第3期 潜伏 梅 毒

現 症　 約5年 前血 清 反 応 陽性 とい われ,マ

ハ ル ゾール10回 注射 .凝 集 法 〓,ス ラ イ ド

法〓 の外 に は著 変 を 認あ な い.

治 療 及び経 過　 水 ペG. 60万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位.注 射 終 了時 凝 集 法+,ス ラ

イ ド法〓, 21日 後 凝 集法 一.ス ライ ド法+,

 42日 後 凝集 法-,ス ラ イ ド法-,そ の後67日,

 83日, 107日 後 の検 査 は いず れ も陰 性.注 射

終 了後 マハル セ ミン2.56g,次 サ蒼鉛26回

併 用.ぺ.療 法 中副作 用 は全 くなか つ た.

第61例　 佐 ○ す○ 54才 女 無 職 初 診

昭和28年1月12日 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 夫 が 約15年 前駆 梅 療 法 を うけ た こ

とが あ る.WaR〓.村 田〓, Kahn〓.

治 療 及 び経 過 油 ぺG. 60万1日2回 分注,

総 量1800万 単 位.600万 単 位 でWaR〓4,村

田〓, Kaahn〓, 1200万 万単 位 でWaR〓,村 田

〓,Kahn〓,1300万 単 位 終 了時WaR〓,村

田 〓,Kahn〓.そ の後5日, 20日, 25日,

 56日, 80日,と いずれ もWaR〓,村 田〓,

Kahn〓.ぺ.終 了後 マハル セ ミン2.15g,次

サ 蒼鉛24回 併 用.

第62例　 荒 ○ 美○ 子41才 女 無 職 初

診 昭 和29年8月1日 第3期 潜伏 梅毒

現 症　 昭和21年 血 清反 応 陽性,サ 剤約10

回注 射.全 身症 状 に著 変 な く,凝 集 法〓,ス

ラ イ ド法〓.

治 療及 び経 過　 油 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量300万 単 位. 300万 単 位 終 了時凝 集 法 〓,

ス ラ イ ド法〓,そ の後15日,43日,76日,

123日 後 の検査 は い ずれ も凝 集 法〓,ス ラ イ

ド法〓.ぺ 終 了後 マ ハル セ ミン2.08,次

サ蒼鉛 盤 回 併用.副 作 用 は 全 く認 あ ら れ な

か つた.

第63例　 藤○ キ○ 46才 女 無 職 初 診

昭和27年12_月24日 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 約6年 前梅 毒 と いわ れ,サ 剤約20

回 注射3凝 集法-,ス ラ イ ド法-.

治 療 及び経 過　 水 ペG. 60万1日1回 筋 注,

総 量1500万 単 位.900万 単 位で 凝 集法〓,ス

ラ イ ド法 〓,1500万 単位終 了 時凝 集 法 ±,ス

ラ イ ド法 ±,10日 後,凝 集法+.ス ラ イ ド法

+,23日 後 凝集 法+,ス ラ イ ド法-,30日

後 凝 集法 ±,ス ライ ド法 ±,47日 後凝 集 法-.

ス ライ ド法-,そ の 後61日, 87日, 104日 後

の検査 は いず れ も陰性.

第64例　 西○ コ○ ミ 39才 女 無職 初

診昭和29年6月7日 第33期 潜伏 梅 毒

現症　 約10数 年 前 感染 機会,4年 前 血清

反 応陽性,マ ハル ゾール40回 注 射.凝 集 法

〓,ス ラ イ ド法 〓.

治 療 及 び経 過　 水 ぺG. 60万1日1回 筋 洋,

総 量1440万 単位1200万 単 位 で 凝集 法〓,

ス ラ イ ド法 〓,終 了 時凝 集 法〓,ス ライ ド法

+,30日 後凝 集 法 一,ス ラ イ ド法-,そ の後
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63日,82日 といず れ も陰性 .ぺ.終 了後 マハ

ル セ ミン1.24g,次 サ蒼鉛13回 併 用 .

第65例　 角 ○ 佐○ 45才 男 商業 初診

昭 和27年 １0月15日 第3期 潜伏 梅 毒

現症　 約12年 前冠状 溝 に無 痛 性 潰 瘍発 生.

サ 剤約15回 注射.WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

ペ .療 法迄 の 治 療 マハル セ ミン2.46g,

次 サ 蒼鉛20回 注射,WaR〓.村 田 〓, Kahn

〓.

治 療 及び経 過　 水 ペG.30万1日1回 筋注,

総 量300万 単位.300万 単 位終 了時WaR〓,

村 田 〓,Kahn〓,10日 後WaR〓,村 田 〓,

 Kahn〓, 21日 後WaR〓,村 田〓, Kanh〓,

 38日 後, 53日 後WaR〓,村.田 〓, Kahn〓.

終 了後 マハ ル セ ミン1.3g,次 サ 蒼鉛12回 併

用.

第66例 妹 ○ 好 ○ 36才 男 会 社 員, 初

診 昭和28年5月20日 第3期 潜伏 梅 毒

現症 約10年 前 硬性 下 疳 に罹 患,サ 剤12

回 注射.凝 集 法 〓,ス ライ ド法〓.

治療 及び経 過　 水ペG. 320万1日1回 筋 注,

総 量300万 単位.300万 単単 終 了時 凝 集 法〓,

ス ラ イ ド法〓,20日 後 凝 集法〓,ス ラ イ ド法

〓, 41日 後 凝 集 法〓,ス ラ イ ド法〓.

第67例　 高○ 秀○ 50才 男 無 職 初 診

昭 和28年3月7日 第3期 潜 伏 梅 毒

現症　 約15年 前陰 茎に無痛 性 潰 瘍 発 生,

放 置.凝 集 法〓,ス ラ イ ド法〓.

治療 及 び経 過　 油 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量300万 単位.300万 単 位 終 了時 凝 集法 〓,

ス ラ イ ド法 〓, 12日 後 凝 集法〓,ス ライ ド法

〓,34日 後 凝 集 法〓,ス ラ イ ド法 〓.副 作 用

は な ん ら認 め られ な かつ た.ぺ.終 了後 マ ハ

ル セ ミン0.64g,次 サ蒼 鉛6回 併用.

護 謨 腫

第68例　 小 ○ 佐 ○ 郎 39才 男 官 吏 初

診 昭和26年1月22日 護 謨 腫

現症　 昭和9年 淋 疾 に 罹 患,昭 和24年5

月右頬 の 中央 に暗赤 色 大 豆大 の丘 疹 生 じ,次

第 に増 大,周 囲 に蛇 行 状 に拡 大,一 部潰 瘍 と

な る.右 頬 部 に手 掌 大 の病 竈 を認 め,周 縁 部

著 明 な浸 潤 を 示 し,淡 紅 色又 は を 暗 赤色 を 呈

す.病 竈 の 中央 に蛇 行 状 潰 瘍 あ り,そ の中央

部は 瘢 痕 化 を 示 す. WaR+,村 田+, Kahn

+

ぺ .療 法迄 の治 療 マル ハ セ ミン0.18g.

治 療 及び経 過　 水 ペG. 30万1日1回 筋 注,

総 鼠210万 単位.120万 単位 でWaR〓,村 田

〓,Kahn〓,180万 単位 でWaR+,村 田〓,

Kahn〓, 5日 後WaR-,村 田 〓, Kahn〓,

12日 後WaR-,村 田〓, Kahn〓, 27日 後

WaR±,村 田 〓, Kahn〓 .皮 疹 は150万 単

位 で 紅斑 著 明 に 褪色,潰 瘍 は 瘢 痕化. 210万

単 位 で周 辺 部 の丘 疹状 結 節 は 著 明 に扁平 化 し,

暗 赤色 の色 調褪色.ぺ.療 法 中 に体 重2.5kg

減 少 した.ペ 終 了後 マハ ル セ ミン0.24g,ミ

ノ フ ァー ゲ ンAL14回 併用 した.

第69例　 鈴 ○ 正 ○ 38才 男 会 社員 初

珍 昭 和26年5月26日 睾 丸護 謨 腫

現症　 33才 の 時梅 毒 に 気 づ き,サ 剤13回

注 射. 21/Ⅴ5里 許 り歩 いた 後 に23/Ⅴ 右睾 丸

の腫 脹 を 認め,疼 痛 は 全 くな く腫 脹 は 次第 に

増 大,同 時 に全 身倦怠,食 思 不振 を覚 えた.

右 睾 丸 の大 さは7.5×7×5cmで 表 面 平滑,

硬 度平等 に 硬,WaR〓,村 田〓, Kahn〓.

治 療及 び 経過　 複 ぺ.40万1日1回 筋 注,

そ の後水 ペG.60万1日2回 分 注,総 量640万

単 位.腫 瘍 の 大 さは100単 万位 で5.2×3.7×

3.4cmと な り, 280万 単 位 で4.7×3.4×3.2

cm,640万 単 位 終 了時 には左 側 と同 大 となつ

た.血 清 反 応は340万 単位 でWaR〓,村 田

〓 ,Kahn〓,640万 終 了時WaR〓 、村 田〓,

Kahn〓.ぺ 療 法 中 体 重 は1.4kg減 少 した

が 全 身倦怠 感 消 失.

前立 腺梅 毒

第70例　 樋 ○ 光○53才 男 建 築 業 初

診 昭和28年4月18日 前 立 腺梅 毒

現症　 5年 前血 清 反応 陽性 な る も放 置.4

年 前 よ り残 尿感,2年 前 よ り尿線 細 小微 弱,

昨 年9月 よ り尿線 は マ ッチ棒位 の太 さ とな り

2月 頃 よ り尿意 頻 数,排 尿 痛 を覚 え た.前 立

腺 は 腫大,両 葉 非 対 側性,左 葉 が 右葉 よ り大,

表 面 は部 分 的 に結 節 状,著 明 に硬 く,軽 度 の

圧 痛 を有 す る.WaR〓,村 田 〓, Kahn〓.
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治 療及び 経 過　 水 ぺG. 60万1日2回 分注,

総 量1380万 単 位.臨 床 症 状 に 対 しては300

万単位 で 尿線 相 当太 くな り送 出 力 も顕 著 に 力

強 くなつ た.排 尿痛 は 全 く消 失.排 尿 も円 滑.

600万 単位 で 尿線,排 尿 共 に 正 常 と な る.

 1380万 単 位 終 了 時 に は 直腸 診 に て 前立腺 正

常 となつ た.血 清 反応 は360万 単 位 でWaR

〓,村 田〓, Kahn〓, 1380万 単 位 終 了 時

WaR〓,村 田〓, Kahn〓,42日 後WaR〓,

村 田〓,Kahn〓,72日 後82日 後 はWaR〓,

村 田〓;Kahn〓,148日 後WaR〓,村 田〓,

Kahn〓.ぺ.終 了後 マハ ル セ ミン1.26g併 用.

ぺ .療 法 中副作 用 は な ん らな く,体 重 は0.2kg

増加 した.

脊 髄 癆 。

第71例　 国 ○ 否○ 郎 60才 男 無 職 初

診昭 和26年5月7日 脊 髄 勢

現 症　 WaR〓,村 田〓,Knhｕ 〓.

ペ .療 法迄 の 治 療　 マハ ル セ ミン0.2/12,

次 サ 蒼鉛4回 注 射,WaR〓,村 田 〓, Kahn

〓.

治療 及 び経 過　 複 ぺ. 40大万1日1回 筋 注,

総 量440ノ 万単位.160万 単位 でWaR〓,村 田

〓,Kahn〓,440万 単 位 終 了 時 にWaR〓,

村 田〓,Kahn〓.副 作 用 は 全 く認 め ら れな

かつ た.

第72例　 高 ○ 繁○ 42才 男 商業 初診

昭 和25年5月22日 脊 髄 癆

現症　 昭 和2年 頃 硬性 下 疳 に罹 患,サ 剤約

10回 注 射.約2年 前 よ り下 腿,足 背 に シ ピレ

感,マ ハ ル ゾー ル76回,次 サ 蒼鉛44回,サ

剤17回 注 射 し て 消 褪.WaR〓,村 田 〓,

Kahn〓.

治 療 及び経 過　 結 ぺ カ. 30万 1日6回 分注,

総 量600万 単 位.600万 単 位終 了時WaR〓,

村 田〓,Kahn〓,そ の 後無 治 療 で142日 後WaR

±,村 田+, Kahn±.ペ.療 法 中 第3日,

第4日 に毎回 注 射 後30分 に前頭部の頭重感

約20分 続 い た.体 重 は0,3kg減 少 した.

梅毒性脊髄 炎

第73例　 水○啓○ 35才 男 無職 初診

昭和27年3月6日 梅毒性脊髄 炎

現症　 1月14日 突 然両 側 の 下 肢 に シ ビ レ

感 生 じ,尿 排 不能 とな る. WaR〓.村 田〓,

 Kahn〓 で起 立不 能,右 下 肢SⅠ 以下 痛 温冷 覚

欠 損,左 下肢SⅡ 以 下 痛 覚 欠損,尿 尿 失 禁を

認む.

治療 及び経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位.600万 単 位 終 了時WaR-,

村 田 〓, Kahn〓, 13日 後 にWaR-,村 田+,

 Kahn〓, 43日 後WaR-,村 田 〓, Kahn〓,

45日 後 WaR±,村 田 〓, Kahn〓 . 43日 後 よ

り水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,続 量90万 単 位

使用.更 に45日 後 よ り油 ぺG. 300大 万1日1

回 筋 注,総 量900万 単 位 使 用 した.そ の 後6

日 後WaR-,村 田+, Kahn〓, 12日 後WaR

-
,村 田 〓,Kahn〓,21日 後WaR-,村 田

+, Kahn〓, 27日 後WaR-,村 田 〓, Kahn

〓, 32日 後WaR-,村 田 ±, Kahn+,37日

後,46日 後 はWaR-,村 田 ±, Kahn±,

 52日 後WaR-,村 田-, Kahn±,62日 後

WaR-,村 田-, Kahn-,67日 後WaR-,

村 田 ±,Kahn+.72日 後WaR-,村 田 ±,

 Kahn〓 と な り更 に 水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量360万 単 位 使 用, 360万 単 位 終 了 時WaR

-
,村 田-, Kahn+,10日 後 にWaR反,村

田-, Kahn±, 20日 後WaR-,村 田-,

 Kahn+,更 に 水 ぺG.30万1日1回 筋 注,総

量540万 単 位 使 用.540万 単 位 終 了 時 にWaR

-
,村 田-,Kahn±,更 に3/Ⅹ よ り水 ぺG.

 30万1日1回 筋 注,総 量300万 ア単 位 使 用,終

了 時WaR-,村 田-. Kahn±,そ の 後8日,

41日 後 と WaR-,村 田-, Kahn±,109日

後 にWaR-.村 田-. Kahn-. 460日 後WaR

-
,村 田-, Kahn-.な お こ の 期 間 に マ ハ

ル セ ミン を1.72g併 用 した の み で あ る.副 作

用 は な ん ら 認 め な か つ た.臨 床 症 状 に は あ ま

り変 化 は 認 め ら れ な か つ た.

先 天 梅 毒'

第74例　 池 ○ 良 ○20才 女 生 徒 初 診

昭 和25年4月24日 先 天 梅 毒

現 症　 昨 年 先 天 梅 毒 とい わ れ マ ハ ル ゾ ー ル

28回 注 射.軽 度 の 鞍 鼻 及 び ハ ツ チ ン ソ ン氏 歯

を 認 め,WaR+,村 田 〓, Kahn〓.
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ぺ .療 法 迄 の治 療　 24/Ⅳ よ り9/Ⅹ ま で に

ク ロ ロア ーセ ミン2.78g,マ ハ ル セ ミン0.66g

注 射.WaR〓,村 田 〓, Kahn〓.

治療 及び経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量120万 単 位.120万 単 位 終 了時WaR〓,

村 田〓,Kahn〓.昭 和26年4月21日 よ り水

ぺG . 30万1日1回 筋 注,総 量810万 単 位 使

用。6日 後WaR〓,村 田〓, Kahn〓,そ の

後 無 治療 で150H目WaR±,村 田〓, Kahn

〓,360日 後WaR+,村 田〓, Kahn〓, 550

日後WaR-,村 田 ±, Kahn-.ぺ. 810万

単 位 使 用 前 に ク ロロア ーセ ミン0.36g,マ ハ

ル セ ミン0.72g併 用.ぺ.療 法 中 副作 用 は な

ん ら認め られ なか つ た.

第75例　 原 ○ 洋○ 3才 女 初 診 昭和25

年2月1日 先 天梅 毒

現症　 生 後 ま もな く鼻閉 に 気づ き,先 天梅

毒 と言わ れ マハ ル ゾ ール0.835g,注 射. WaR

-
,村 田 〓, Kahn〓.

治 療 及び経 過　 水 ぺG. 30万1日1回 筋 注,

総 量600万 単 位. 300万 単 位 でWaR-,村

田-,Kahn+,600万 単 位 終 了時WaR-,村

田-, Kahn±, 34日 後WaR-,村 田-,

 Kahn-,そ の後69日.96日 後 とWaR-村 田

-. , Kahn-.油 ぺG.30万1日1回 筋注,総

量300万 単 位使用.300/万 単 位終 了時WaRな

し,村 田-, Kahn-, 135日, 165日, 230日,

 200日 後 といず れ もWaR-,村 田-, Kahm

- .ぺ.療 法後 マハ ル セ ミン0.135g併 用.ぺ.

療 法 中副 作用 は な ん ら認 あ られ なか つ た.

第3章　 皮疹 に及 ぼす 影響

梅毒 の経 過 中 に 発 生 した 各期 の皮 疹 に対 し

て ペニ シ リンは いか な る影響 を 及ぼす か,す

なわ ち ス ピロヘ ー タの 消失 状 況, 下疳 潰 瘍 の

治 癒,硬 結 の消 褪,淋 巴腺腫 脹 の減 退,第2

期 疹 の 消 褪経 過,護 謨 腫 に対 す る影 響等 にっ

い て,第2章 に 詳 述 した 実験 成績 を基本 に し

て検討 を加 え て みた い.

第1例 硬性 下 疳 にお い ては,2日 目す な わ

ち60万 単 位注 射 に て潰 瘍 周縁 の壊 死 性 変 化

は 軽快 し, 300万 単 位 で 潰 瘍 の 肉芽 形 成 良好

とな り, 570万 単位で上 皮形成が認め られた.

潰瘍部の硬結は注射終了後13日 で 軟 化 消失

した.こ の経過中血清反応 には変化は認めら

れなかつた.

第2例 初期梅毒の淋 巴腺腺脹は600万 単位

で殆んど消失せ しめ得た.

第3例 においてス ピロヘータは注射2日 目

すなわち60万 単位 で証明出来 な くな り,90

万単位で周囲の壊死性組織は 自然に剥離,肉

芽良好 とな り,300万 単位で 淋 巴腺腫脹の消

失を認め,潰 瘍面の上皮形成著明で終了後11

日で潰瘍治癒 した.こ の期閥の血清反応は変

化が認め られなかつた.

第4例 において も2日 目す な わち60万 単

位でス ピロヘータは消失 し,300万 単位で潰

瘍稍縮小,肉 芽良好 とな り注 射 終 了後13日

で治癒 した,血 清反応には変化は認められな

い.

第5例 では3日 目すなわち60万 単 位 でス

ピロヘータは証明で きな くな り, 90万 単位で

下疳は軟化乾燥, 210万 単位終了後,す なわ

ち8日 目に潰瘍の治癒 を認めた.

第6例 では2日 目すなわ ち30万 単 位 注射

後に下疳周縁は扁平化 し,ス ピロヘータは消

失, 90万 単位で潰瘍著 明に縮小 し, 150万

単位すなわち6日 目に治癒 した.

第7例 は60万 単位す な わち2日 目に周辺

の痂皮剥離 し,潰 瘍の肉芽良好, 60万 単位で

ス ピロヘータは消失, 240万 単位にて潰 瘍著

明に縮 小 し, 600万 単位すなわち10日 目に潰

瘍は瘢痕治癒 し,硬 結 も消褪 した.

第8例 では60万 単位 で ス ピロヘータ消失 ,

120万 単位で潰瘍肉 芽著 明 に 良好 とな り300

万単位にて治癒 した,硬 結は9日 目に軟化 し,

消失 した.

第9例 においては60万 単位 で 潰 瘍は軟化

乾燥 し, 480万 単位で著明に縮小, 600万 単位

で瘢痕治癒 した.

次に第2期 梅毒疹に対 しては.

第10例 の梅 毒性薔薇疹,丘 疹は60万 単位

にてすなわち3日 目に紅斑著 明に褪色 し, 90

万単位で丘疹 も次第に吸收.150万 単位で皮疹
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は完全 に消 失 した.血 清反 応 に は変 化 は な い.

第11例 で は90万 単位 す なわ ち2日 目午後

には,大 小 陰唇 の腫 脹 消 褪 し,丘 疹表 面 乾燥,

210万 単 位 で丘 疹 ほ とん ど消褪 しわず か に硬

結を残 すの み とな り450万 単位 で 硬 結 も消 失

した.

第12例 は180万 単 位 す な わ ち4日 目に四

肢 の丘 疹消 失,色 調褪 色 し,270万 単 位 で顔 面

の丘 疹 も消 失 した.血 清反 応 に は変 化 は な い.

第13例 にお い ては150万 単 位 す な わ ち3

日目午後 に丘 疹 の色 調 稍褪 色 し, 300万 単 位

で丘 疹扁 平化 し, 360万 単 位 で 殆 ん ど消 失 し,

 600万 単 位 で完 全 に消 失 した.こ の期 間 中の

血清 反応 には 変化 は 見 られ な かつ た.

護謨 腫 につ い て検 討 す るに

第68例 で は150万 単 位 す なわ ち6日 目に

紅斑著 明 に消 褪 し,潰 瘍 は瘢 痕 化す. 210万

単位 で周辺 部 の丘 疹状 結 節著 明 に扁 平 化,暗

赤 色の色 調 消褪 した.血 清反 応 は殆 ん ど変 化

を認め られ なか つ た.

第69例 の睾 丸護 謨腫 で は 初 診 時7.5×7×

5cmの 腫 瘍 が100万 単 位 す な わ ち3日 目に

5.2×3.7×3.4cmと な り, 280万 単 位 で4.7

×3.4×3.2cmと 縮 小 し, 640万 単 位 で左 側

と同大 とな つた.

この期 間 の血清 反 応 は 全 く変化 が な かつ た.

以上 の結果 を綜 合 す れば,第1期 梅 毒に お い

てス ピロヘー タの 消 失に は30万 単 位 乃 至60

万 単 位 す な わ ち2な い し3日,平 均2.1日

を要 し,壊 死 性 組 織 の 剥 離 は60万 乃 至90

万 単 位, 2な い し3,平 均2.3日,肉 芽

良好 とな る に60万 ない し300万 単 位, 2

な い し6日,平 均3.6日,潰 瘍 縮 小 に90万

な い し480万 単位, 4な い し8日,平 均5.6

日,潰 瘍 治癒 に は150万 ない し600万 単位,

6な い し13日,平 均9.3日,硬 結 消 失に は

9な い し23日,平 均14日 を要 す る.第2期

梅毒疹 にお い ては紅 斑 の 消褪 に60万 な い し

180万 単位,3な い し4日,平 均3.3日,丘

疹消 失には150万 ない し600万 単 位,5な い

し10日,平 均7.2日 を要 す る.護 謨腫 に お

いて も150万 な い し640万 単 位,6な い し10

日にて極めて卓効 を認め る.

小括)　 以上の実験成績 よりペニシ リンは

各期梅毒の皮 疹を速かに消褪せ しめ得 るもの

であ り,梅 毒の各症期に関係せず皮疹に対 し

てはほ ゞ同時に消失せ しめ る事が出来 る.し

か し皮疹は消失 して も血清反応にはほ とんど

変化は認められない.

皮疹に及ぼす影響に関 しては,ペ ニシ リン

の使用法には関係な く,ペ ニシ リンの使用量

にのみ関係す ると思われ る.す なわち少量ず

つ投与すれば皮疹の 消褪に長期間を要 し,大

量使用すれば短時間にて皮疹を消褪せ しめ得

る.

第4章　 血清反応に及ぼす影響

駆梅効果 を論ずるに最 も根 本的 とみな され

る血清反応に対 し,ペ ニシ リンは どんな影響

を与え るであろ うか,あ るいは,も つ とも効

果的な用法は どうであろ うか,こ れ らにつき

第2章 に詳述 した実験成績を基礎に して,つ

ぎの如 く分類 し検討す る.

(1)　血清反応の消長

(2)　用量 と血清反応の関係

(3)　使用 法 と血清反応の関係

(4)　副作用

第1項　 血清反応の消長

実験成績について,血 清反応の結果か らそ

の成績 を検討す ると第1表 の如 くであ る.以

下陰転 とは, WaR,村 田, Kahnの3反 応が,

あるいは凝集法,ス ライ ド法の2反 応 が とも

に陰性化 した ものを陰転例 として以上 の反応

を綜合的にみて減退 した ものを減弱例 とした.

 以上の成績を一括すれば,陰 転22例,減 弱

23例,不 変30例 である.さ らに各 症期につ

いて詳 し く検討を加えてみ る.表 中注射後の

血清反応 の 日附はぺ.注 射終 了日を第1日 と

して計算 した ものであ る.

第1期 梅毒9例(第2表 参照)

血清陰性期4例 は300万 ない し780万 単位

の注射で陰性化 し, 27な い し205日 迄 陰 性

を続け てい る.

血清陽性期5例 は600万 ない し630万 単位
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の注射で3例 陰転. 2例 減弱 である,陰 転例は

44日, 60日 後20日 後に陰性化 し, 102日 ない し

198日 まで陰性であ る,減 弱例についても更

に経過観察すれば陰性化す るもの と思われ る.

これを見 ると第1期 梅毒におけ るぺ.の 血清

反応 に対す る著効は決定的であ ると言い得 る.

第2期 顕症梅 毒4例 中,症 例13は254日

後に陰性化 し, 295日 まで陰性 を示 してい る.

症例11, 12も23日, 46日 後著明に減退 し,

漸次陰性化 の傾向を示 している.(第3表 参

照) .

第1表　 血清反応の消長

第2表　 第1期 梅 毒

血清陰性期

血清陽性期

第3表　 第2期 顕 症 梅 毒
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第2期 潜 伏 梅 毒10例 中9例 はぺ.療 法 ま

でに砒素,蒼 鉛剤で相当に駆梅療 法を行つて

いるが,血 清反応強陽性 を示す ものであ る。

これらに対 して相当に血清反応の変化を認め

ることが できた.症 例16, 23は161日, 35

日後に 陰性 化 し, 208日, 91日 まで 陰性 を示

して い る.症 例18は53日 後 に 陰性 化 した が,

 71日 後 に再 びKahn+と なつ た例 で あ り,い

ず れ にせ よ第2期 潜伏 梅 毒 にお いて も適 当 に

効 果 を認 め る こ とが 出 来た.(第4表 参 照)

第4表　 第2期 潜 伏 梅 毒

第3期 潜伏 梅 毒44例 中10例 は600万 ない

し2490万 単 位 の注 射 で,30な い し291日 後

に 陰性化 し,82な い し760日 後 まで 陰 性 を

示 して い る.こ の うち症 例29, 36, 50, 51,

 64は ぺ .療 法 まで に砒 素,蒼 鉛 剤に よ る強 力

な駆梅 療法 を行つたが,抗 療性 を 示 した も

のであ る.し か し22例 に お い ては,300万

ない し1230万 単位注射す るもなん ら血 清 反

応に変化 を認め ることはできなかつた.(第

5表 参照)

第5表　 第3期 潜 伏 梅 毒
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護謨腫,前 立腺梅毒に対 しては640万 ない

し1380万 単位注 射 した が,148日 まで 変化

な く強陽性で,血 清反応に関 してはぺ.の 効

果はあま り期待で きない.(第6表 参照)

第6表　 護 謨 腫 反 び 前 立 腺 梅 毒

護 謨 腫

前立腺梅毒

脊髄癆,梅 毒性脊髄炎においては,症 例72

の如 く相 当強力な駆梅療法にて も強陽性 を示

した ものに対 して も,併 用 療 法 を行 わ ず に

142日 後にかな り血清反応 の減退を示 してい

る.症 例73に おいて も臨 床 症状にはあま り

変化 はなかつたが109日 後に 陰性 化 し,460

日後まで陰性 を続けている.(第7表 参照)

第7表　 脊 髄 癆 及 び 梅 毒 性 脊 髄 炎

脊 髄 癆
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梅 毒 性 脊 髄 炎

先天梅 毒2例 は,抗 療性 と思われ るもので

あ るが,こ れに対 して900万 ない し930万 単

位 注射後無治療のま ゝで経過観察す ると,症

例74で は550日 後 にほ とんど陰 性化を示 し,

症 例75で は106日 後 に陰 性化 し,290日 まで

陰性 を 示 して い る.(第8表 参 照)

第8表　 先 天 梅 毒

小括)以 上各期梅毒に対 してぺ.を 使用 し

てその血清反応の消長を検討 したのであるが,

ぺ.は 第1期 梅 毒 に 対 しては,決 定 的 な卓

効 を示 し,20な い し60日 後 に陰性化 した.

第2期 顕症梅毒にては23な い し46日 後に著

明 なる減退を認めた.第2期 潜伏梅毒におい

て10例 中7例 までが陰転,減 弱 を 示 したが,

第3期 潜伏 梅毒,護 謨腫,前 立腺梅毒,脊 髄

癆 等の晩期梅毒の血清反応 に対 しては,ぺ.

の効果はあま り期待 し得ない.し か し第3期

潜伏梅毒及び梅毒性脊髄炎,先 天梅 毒の中で

いわゆ る抗療性梅毒に対 して もあ る程度みる

べ き効果が認められた.

第9表　 用量と血清反応の関係

A

B

第2項 用量 と血清反応の関係

ぺ.が 血清反 を応陰性化せ しめ,あ るいは

減退せ しめ るに最 も効果的 な使用総量を検討

して見 る と第9表A,Bの 如 くであ る. B表

にお いては,便 宜 上500万 単位以下 と540万

単位 より600万 単位,610万 単位 より1200万

単位,1200万 単位以 上 の4つ に 大別 し,陰

転例 と減弱例を加えて有効例 とし,各 期梅毒

を第2期 梅 毒までを早期 とし,第3期 潜伏梅
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毒以後を晩期 と大別 して考察 した.

全症例について見 ると240万 単位以下 では

梅毒の時期に 拘 らず 効 果 は な く,わ ずか に

3.33%の 有効率 しかな く, 540万 単 位 よ り

600万 単位では69.7%の 有効率を示 してい る.

大別 して見 ると500万 単位 以 下 では40%,

 540万 単位 より600万 単位では69.7%, 600

万単位以上59.2%の 有効率 とな り,総 量600

万単位が最 も有効であ る.梅 毒の症期につい

て考えると,早 期梅毒においては500万 単位

以下で も75%の 有効率があるが,晩 期 梅 毒

では, 27.2%で ほ とん ど効 果 は 望め ない.

 540万 単位 よ り600万 単位では早期 梅 毒には

83.3%の 有効率を示 し,晩 期梅毒において も

61.9%の 有効率を認める,さ らに使用総 量を

増加 して も早期,晩 期梅 毒 ともにいずれ も大

差な く, 610万 単位 よ り1200万 単 位 まで増

量 して も早期では80%と わ ず か 減少 し,晩

期において も41.6%と 減少,さ らに 晩期に

おいて1200万 単位以上使用 して も62.5%と

わずかに有効率上昇す るのみである.

以上の結果か らみて,早 期,晩 期を問わず

に540万 単位 よ り600万 単位が最 も効果的な

使用総量であろ うと思われ る.

第3項　 使用法 と血清反応 の関係

第2項 において,ぺ.の 最 も効果的 な使用

総量を検討 したのであ るが,こ の総 量をいか

なる方法で使用す るのが最 も卓効を得 られ る

か検討 してみ る. B表 においては,前 頃 と同

じ く有効,あ るいは早期,晩 期 と分類 した.

(第10表A, B参 照)

A表 に見 られ る如 く,各 種の使用法を行つ

てみたのであるが,30万 単位1日1回 法にて

は50%の 有効率を示 し, 60万 単位1日1回 法

においては有効率86.6%が 得 られ, 60万 単

位1日2回 分注法では50%で あ る.こ れ を

早期梅毒 と晩期梅毒について比較検討 してみ

ると, B表 の如 く,早 期梅毒においては,30

万単位1日1回 法では有 効 率66.6%, 60万

単位1日1回 法は100%, 60万 単位1日2回

分注法では85.7%で,ど の方法に て もか な

りの効果が得 られ るが,晩 期梅毒においては,

30万 単 位1日1回 法 に ては 有 効 率45%,60

万単 位1日2回 分 注 法 では33,3%と 極 め て

悪 く,こ れ に反 し60万 単 位1日1回 法 にて は

75%の 有 効 率が 得 られ る.

第10表　使用法と血清反応の関係

A

B

以上の結果 よ りみて,各 期梅毒に対 してべ.

は60万 単位1日1回 法が最 も効果 的 な使用

法である と考 えられ る.

第4項　 副 作 用

べ.は その毒性が極 めて低い ことが特徴の

1つ であつて,わ た くしの実験成績において

も全症例を通 じて治療続行に支障を来たす よ

うな ものはなかつた.副 作用について詳 しく

観察す ると,体 重の減少はかな りみられたが,

これについては項を改めて論ず ることに し,

本項 においては一般的 な副作用について述べ

る.

全症例中副作用 とみ るべ き症状を呈 した も

のは13例 である.一 般 に 梅 毒に対するぺ.

の副作用 として主に論ぜ られ るのは発 熱であ

るが,わ た くしの実験例においては発熱を来

た した ものは3例,す なわち4%で あ り,1

例は30万 単位注射後38℃ の発 熱2日 間持続
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した. 1例 は90万 単位後に38℃ の発熱を来

た したが,翌 日下 熱 した.ま た1例 において

はぺ.療 法 中 引続 き37.2ﾟ～37.4℃ の微 熱

を認め,ぺ 療 法終了 と同時に平熱 となつた.

ペニシ リン疹を示 した1例 は480万 単 位注射

時 に腰部,臀 部,胸 部,背 部に〓痒感 を伴つ

た紅斑及び丘疹を発生,一 過性の もので翌 日

の注射には支障を来た さなかつた.頭 痛 を来

た した もの1例 で,9回 目の注射,す なわ ち

270万 単位注射後1時 間で前頭部 に頭痛を認

め,2時 間後消褪 した.頭 重感 を来た した も

の2例,中1例 は210万 単位 注 射 後20分 に

訴え.30分 で消褪.1例 は90万 単位,120万 単

位注射時に30分 後に訴え, 20分 間で消褪 し

た.こ れ らはいずれ も前頭部に頭 重感を訴え

た.胃 重感1例 で60万 単位注射後30分 に認

め, 3時 間持続 した.腰 痛1例 は60万 単位

注射時30分 後に注射部位 とは 反対 側に3時

間持続 した.ま た1例 におい ては, 120万 単

位, 210万 単位注射時20分 後 に上 膊,下 肢に

牽 引痛を 訴え, 3時 間後に 消 褪 した.ま た

1例 では90万 単位生射 後30分 に心悸 亢進,

不安感 を訴 えたが,一 過性で20分 後に消 褪

した.そ の外食思不振 を訴えた もの2例 であ

つた.い ずれ も副作用はべ.療 法中,早 期の

注射時に発生するものが多かつた.

第5章　 全身状態に及ぼす響影

わた くしはぺ.が 梅毒皮疹,血 清反応 に対

してその優秀性 を論 じ,そ の副作用 の僅少な

ることを述べたが,副 作用 として認 められな

くて も,全 身状態になん らかの影響 を及ぼす

であ らうと推定 し,つ ぎの如 く分類 して,こ

れ らについて検討 して見た.

(1)　体 重 との関係

(2)　尿性及び尿量 との関係

(3)　ぺ.治 療期間中の肝機能について

(4)　その他全身に 及ぼす影響

第1項　 体重 との関係

ペニシ リンはス ピロヘータに対 し速かにそ

の効力を発現するのであ るか ら,ス ピロヘー

タの減弱に伴 い,患 者の栄養状態 とみなされ

る体重になん らかの影響を及 ぼすであろ うと

の推定下に,同 一条件でぺ.療 法前 とペ.療

法終了後に体重測定を行 い,こ の関係を検討

した.表 中括孤内は増減体 重平均値(kg)で

ある.

第11表　 体重 との関係

A

B

第11表 の 如 く,測 定 し 得 た 症 例46例 中,

体 重減少 例38 (84.7%),体 重 増加 例7 (15.2

%)で,な ん ら変化 のな か つた ものが第3期

潜 伏 梅 毒に1例 あ つた.こ れ を各 期 梅毒 に分

類 す る と,減 少 例は 第1期 梅 毒,護 謨 腫,脊

髄 癆 は100%,第2期 潜 伏 梅 毒85.75%,第

3期 潜伏 梅 毒80.8%,第2期 顕症 梅 毒66 ,6

%で あ るが,こ れ を 減 少 体 重 平 均 値 よ り考

え る と,護 謨腫 に最 も多 く減 少 し, 1.95kg,

第3期 潜 伏 梅 毒1.48kg,第2期 潜 伏 梅 毒

1.34kg,第2期 顕 症梅 毒1.25kg,第1期 梅

毒0.91kgの 減 少 を 認 め る.さ らに これ を血

清 反応 ≧比 較検討 す る と,B表 の如 く有 効例

に多 くの体 重減 少 を認 め,不 変例 にお いては,

体 重 増 加か わずか の体 重減 少 で あ る.す なわ

ち第2期 顕症梅 毒で は,3例 中2例 は 有効例

で体 重平 均1.25kg減 少,1例 は 不変例 で3.2kg
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増加 している.第2期 潜伏梅 毒7例 中4例 は

有効例で,そ の中3例 は平均1.7kg減 少,1

例は0.5kg増 加,不 変例3例 は0.98kgの 減

少を認めた.第3期 潜伏梅毒26例 中12例 は

有効例で1.73kg減 少,不 変例 中9例 は1.17kg

減少,4例 は1.77kg増 加を認めた.し か し

これ ら体 重減少はなん ら治療に支障は来た さ

なかつた.

第2項　 尿性 及び尿量 との関係

各期梅毒患者にペニシ リンを投 与 した場合,

ぺ.は これ ら患者の腎にいか なる影響を及ぼ

すかを検討せん とし,そ の一端 として,尿 性

及び尿量を観察 した毒 尿性 検査 としては,尿

中蛋白,糖,ウ ロビ リンをぺ.療 法前及びぺ,

療法中,ぺ 療法後 と毎 日検査 した.ま た尿量

測定はできるだけ同一条件下に測定 し,ぺ.

療法前5日 間の平均1日 全尿量をぺ.療 法前

尿量 とし,ペ.療 法 中の平均1日 全尿量をぺ.

療法中尿量.ぺ 療法終 了後5日 間の平均1日

全尿量をぺ.療 法後尿量 とした.尿 性検査は

全症例 に行つたが,尿 量測定は入院患者にの

み行つたため例数少 き憾 みが ある.

尿性に及ぼす影響はほ とん どな く,75例 中

1例 において,治 療前蛋白陽性 な りしを陰性

化せ しめ,2例 においてウロビ リン陽性を陰

性化せ しめた.す なわち 症 例37は ペ.療 法

前に尿中蛋白僅かに認めたが,ぺ,90万 単位

注射後は蛋白を証明 しな くな つ た.症 例44

は治療前尿中 ウロビ リン陽 性 で あつ た が,

 120万 単位注射後認められな くな り,症 例72

は治療前尿中 ウロビ リン弱陽性であつたが,

60万 単位注射後は陰性化 した.

つぎに尿量との関係 について検 査結 果を述

べ る.測 定 し得た もの は23例,す な わち第

1期 梅毒2,第2期 顕症 梅 毒1,第2期 潜伏

梅毒3,第3期 潜伏 梅毒13,護 謨腫1,前 立

腺梅毒1,脊 髄癆2例 であ る.こ れ らの治療

前尿量,治 療後尿量は第12表 の如 くである.

尿量差100cc以 上を尿量増加 とすれば,ぺ.

療法中尿量増加 例は 第12表 の如 く,第2期

顕症梅毒1例,第2期 潜伏梅毒3例,第3期

潜伏梅毒13例 中8例 に増加を認 めた.第2

期,第3期 にのみぺ.療 法中尿量の増加を認

めた ことは,症 例少きため単な る偶然の一致

か,あ るいは なん らかの要因に よつて起 るも

のか注 目すべ き点であろ うと考える.

第12表　 尿 量との関係

第3項　 ぺ.治 療期間中の肝機能にっい

て

梅 毒患 者においては,特 に顕症梅 毒よ り潜

伏梅 毒においてしば しば潜在性肝機能碍障を

認め,潜 伏 梅海 では晩期 におい肝機能が碍障

され ることが多い と報告 されて い る49)50).そ

こでわた くしは これ ら梅毒におけ る肝機能碍

障がぺ.療 法によつていかに影響 され るか,

あ るいはぺ.が 肝機能にいか に影響を及ぼす

かを検討せ ん として,第 一製薬製品 ヘパ トサ

ル ファレンを用いて血 中停滞濃度を測定 した.

この方法をぺ.治 療前及び治療後に実施 し,

比較検討 した.同 時に尿中ウロビ リン反応を
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併 せ 検 した.

実 験 症 例は 第13表 の如 く14例,す な わ第

1期 梅 毒2例,第2期 顕 症梅 毒1例,第2期

潜 伏 梅 毒2例,第3期 潜 伏 梅 毒6例,護 謨腫

1例,前 立 腺梅 毒1例,脊 髄 癆1例 で あ る.

この検 査 方 法 にお いて 血 中停滞 濃 度 が なん

%以 上 にお い て果 して肝 機能 碍障 が あ るか と

言 う問 題 はRosenthal45)等 がpro kilo 2mg

の プ ロム サル フ ァ レンを注 射 し, 30分 後 血

中停 滞濃 度0%を 正常 値 と報 告 し て以 来,

 Machella46)等 はpro kilo 5mg注 射,30分 後

採 血, 0%を 正 常 とす る考 え とMateer47)等

に よつ て代 表 され る5mg注 射,45分 後0%

を 正常 値 とす る考 え の2つ あ るが,わ が 国 に

お い て は ヘバ トサル ファ レ ン を 用 い て,稲

田51)は5mg注 射, 30分 後3%を 以 て正常 限

界 値 とし,高 橋48)は5mg注 射, 30分 後5%;

45分 後2%を 正 常 限 界 値 と して い る.わ た

くしは30分 後5%以 下,45分 後1%以 下 を

正常 と考 え判定 した.

第13表　 肝機能 との関係

第1期 梅毒,第2期 顕症梅毒,第2期 潜伏

梅 毒,護 謨腫,前 立腺梅毒においてはすべて

正常であ り,ぺ.注 射によつて も肝機能障碍

を惹起す ることはなかつた.第3期 潜伏梅毒

においては症例44は ぺ.療 法前に30分 後10

%. 45分 後5%,尿 中 ウロビ リン反応陽性 と

明 らか に肝機能碍障を認めたが,ぺ. 60万 単

位1日2回 分注,総 量600万 単位注射後には,

ヘバ トサル ファレン検査後30分5%
, 45分

後0%, 尿中 ウロピ リン陰性 とな り正常 とな

つた.ま た症 例72の 脊髄 霧 に おいては治療

前には30分 後10%,45分 後5%,尿 中 ウロ

ビ リン反応 ±であつ た が, 30万 単 位1日6

回分注,総 量600万 単位注 射 後 には30分 後

5%, 45分 後1%,尿 中 ウロピ リン反応陰性

と肝機能の回復を認めた.そ のほか第3期 潜

伏梅毒において もぺ.注 射のために肝機能が

障碍 され ることは全 くなかつた.

第4項　 その他全 身状得に及ぼす影響

以上梅毒患者に対す るペニシ リンの影響を

各項 目にわた り詳述 したのであ るが,そ のほ

かにぺ.療 法中各期梅毒患者の全身状態に及

ぼ した影響について述べる.

症例18(第2期 潜伏梅毒)は ぺ.療 法前に,

全 身倦怠感 を訴えていた.こ の例にぺ.1日

60万 単位1回 筋注,総 量600万 単位使用,ぺ .

療 法中330万 単位注射後 よ り全身倦怠感は全

く消失 し,血 清反応 も好転 した.

症例24(第3期 潜伏梅毒)は 後頭部の頭痛,

耳鳴 を訴えていたが,60万 単位1日2回 分注,

 1560万 単位使用,ぺ.療 法 中300万 単 位注

射後 よりこれ らの頭痛,耳 鳴 は 完 全に消褪

し,血 清反応 も好転,陰 性化 した.

症 例27(第3期 潜伏梅 毒)は 治 療 前 に左

側偏頭痛及び左上時 より肩に及ぶ牽 引痛を認

めたが90万 単位注射後偏頭 痛 は 次第に軽快

し, 337万 単位にてほ とんど消失, 630万 単位

で完全に偏頭痛及び牽 引痛は消褪 した,

症例37(第3期 潜伏梅毒)は 膀胱無力症を

合併 し,自 然排尿な く,残尿200ccを 認めたが

240万 単位注射後 自然 排 尿を認あ,残 尿 も

115ccと 減少, 300万 単位注 射 後は残尿僅か

10ccと な り,480万 単位にて完全に残尿は消

失,排 尿正常 となつた.

症例55(第3期 潜伏梅毒):は 初診時視力減
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退を認め,視 力は 右0.1,左0.9で あったが,

ペニシリン600万 単位注射後は右0,8,左0.9

と回復 した.

症例69(護 謨腫)は 治療 前に全 身 倦 怠 感

及び食思不振を訴えていたが,ぺ.640万 単位

注射後は,血 清反応には変化は見 られなか つ

たが,こ れ らの症状は完全に消褪 し,食 慾 正

常 となつた.

症例70(前 立腺梅毒)300万 単位にて尿線

相当太 く,送 出力著明に力強 くな り,排 尿痛

消失し,排 尿円滑 となつた.600万 単位後は

尿線,排 尿共に 正常 とな り,1380万 単位終了

時には直陽診で前立腺正常 となるを認めたが,

血清反応には変化はなかつた.

以上の如 く梅毒に起因す る と思われ る全身

症状にはすべて好転的に作用 し,た とえ血清

反応には変化 な くとも,患 者 の苦痛 を速かに

消失せ しめ得た.

第6章　 総 括 及 び考 按

Mahoney, Arnold1)が1943年10月,暗 視野

陽性 の早 期梅 毒に ペニ シ リン1回2万5千 単

位,4時 間間 隔 で48回,総 量120万 単 位 注

射 し,そ の駆 梅 効果 を発表 して 以 来,各 国 に

お いて その 治験 成績 が 報告 され て い るが,い

まだなお 釈 然 とせ ざる点が 多 々存 在す る.そ

こでわ た くしは第2章 に詳 述 した各 期梅 毒75

例 に対 し,ペ ニ シ リン療 法 を施行,ペ ニ シ リ

ンが,い か に各 期 梅 毒の経 過 に 対 して影 響す

るか を,第3章 よ り第5章 ま で各頃 目に わた

り系統的 に 検 討 した ので あ る.

まず 皮疹 に対 す る影響 を 考 え るに,こ れ ま

での報 告 で見 る と,北 村,谷 奥,渡 辺14)の 成

績 ではス ピロへ ー タの消 失 は5な い し15時

間,平 均10時 間,硬 下 疳 の上 皮 形 成 は6な

い し12日,平 均9日,硬 結 の 消 失 は9な い

し21日,平 均15日,薔 薇 疹 は3日 に て 消 褪

す る と述 べ,赤 坂15)は 初期 硬 結 の完 全吸 收 に

は16な い し18日 を 要 し,薔 薇 疹 は4日 前

後,丘 疹 は7日,扁 平 コ ンジ ロー ムは平 均12

日でそれ そ そ消 褪 す る と報 告,北 村(憲)16)は

硬性下疳 は3な い し7日 で消 失,第2期 梅 毒

疹 は3な い し15日 で 消 褪す る と述 べ て い る.

北 村(包)17)は1日1回45万 単位,総 量315万

単位 使 用 して,硬 性 下疳 は5.;な い し6.3日

で 乾燥,硬 結 は16.3な い し17.7日 で吸收,

1日60万 単 位,600万 単 位使 用 して薔薇 疹,

丘 疹 は3.0な い し7.3日 で消 褪 した と報 告,

大 村18)は1日1回600万 単位 使 用例 に お いて

ス ピロへー タは6時 間で証 明 で きな くなつ た

と発 表 してい る.わ た くしの実 験に お い ては,

ス ピロヘ ー タタの 消 失に は2な い し3日,平

均2.1日 を要 し,蚕 蝕 性 硬性 下 疳 の壊 死性 組

織が 剥離 す るに2な い し3日,平 均2.3日,

潰 瘍面 の 肉芽 良 好 とな るに2な い し6日,平

均3.6日,潰 瘍 治癒 に6な い し13日,平 均

9.3日,硬 結消 失 に9な い し23日.平 均14日

で あっ た.第2期 顕症 梅 毒に お いて は,薔 薇

疹 は3な い し4日,平 均3.3日 で消 褪 し,丘

疹 は5な い し10日,平 均7.2日 で 吸 收 され

た.護 謨 腫 に お いて も6な い し10日 にて卓

効 を認 め た.成 績 結果 よ り考 察 す るに,こ れ

ら皮疹 に 及ぼ す 影響 に関 しては,ペ ニシ リン

の使 用 量に のみ関 係 す る と思わ れ る.す なわ

ち1日 の使 用 量の 多少 に よつ て消 褪 日数に 長

短 の 差が あ る と思 われ る.梅 毒の 各症 期 に関

係 せ ずほ ゞ同 時 日に これ らお のお の の皮疹 を

吸 收 消褪 せ しめ得 る.

血 清反 応 に対 して,文 献的 に これ を散 見 す

るにPlotke10)は103例 の早 期梅 毒 患 者 中91

例(80%)の 陰転 例 を認 め,Castello11)は 早

期梅 毒 に対 し,ペ ニ シ リン と蒼 鉛 剤の併 用 に

よ り86.2%の 陰 性 化 を 認 あ て い る.ま た

Chargin13)等 は第1期 梅 毒 に 対 しては100な

い し92%,第2期75%の 治癒 率 を 挙げ て い

る.こ れに 反 しO'Learyの ご ときは 晩 期潜伏

梅 毒 に対 しては ペ ニ シ リンは血 清 反応 陰性 化

を望 め な い と報 告 し,さ らに はThomas20),

 Aufrance21), Johnes22)等 は120万 単 位 よ り240

万単 位1回 注 射 の大 量間歇 療 法に お い て も早

期 梅 毒に は効 果 的 であ るが,晩 期梅 毒に 対 し

て は 多 く期待 出 来 ない と述 べ て い る.わ が 国

に お い て も樋 口23)は,血 清 陰性 第1期 梅 毒 で

は92.9%,血 清 陽性 第1期 梅 毒91.7%,第
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2期 顕症 梅 毒84 .6%,早 期潜 伏 梅毒71.4%,

晩 期潜 伏 梅 毒18,5%の 陰性 率 を報告,大 森24)

は第1期 梅 毒33例 中32例,第2期 梅 毒.56

例 中35例 の 陰性化 を挙 げ,晩 期 梅 毒 に は ペ

ニ シ リンの効 果 は期 待 し得 な い と発 表 して い

る.北 村(憲)16)は 血 清陰性 第1期 梅 毒90.9

%,血 清陽性 第1期 梅 毒85.7%,第2期 顕

症梅 毒87.5%,早 期 潜伏 梅 毒69.6%,晩 期

潜 伏 梅 毒32.8%陰 性 化 し た と述べ て い る.

わ た くしの 実験例 に お い て も,75,例 中 陰 転

例22,減 弱例23,不 変例30で あ つ た.こ れ

を 各症 期別 に 考察 す る と,第1期 梅 毒に 対 し

て は決定 的 な卓効 を示 し,有 効 率100%で あ

り,第2期 顕症梅 毒に お い て は75%,第2

期潜伏 梅 毒 では70%,第3期 潜伏梅 毒50%

の有 効 率 を示 し,護 謨腫,前 立 腺梅 毒,脊 髄

癆 は血 清反 応 に関 しては あ ま り多 くの 期待 は

持 てな かつ た.が しか し第3期 潜 伏 梅 毒,梅

毒性 脊髄 炎 及 び先 天 梅毒 の 中で,い わゆ る抗

療 性梅 毒に 対 してあ る程 度み るべ き 効果が 認

め られた.

さ らに これ らの卓 効 を 挙げ 得 るに最 も効 果

的 な用 量 に つ いて 検討 した.こ れ を文 献 的考

察 を行 う とペニ シ リンの使 用 量はMahoney1(

が 当初 用 いた120万 単位 か ら第1次 共 同発 表

で は,240万,第2次 発 表 で は360万,さ ら

に480万 か ら600万 単位 と次第 に増 量の傾 向

をた どつ てい る.す なわ ち樋 口23),北 村16)は

480万 単 位 よ り600万 単 位 が最 も効 果 的 な

量 で あ る と述べ,Thomas26)は450万 な い し900

万単 位 が 最優 秀 で あ る と報告 し,Curtis25)は

早 期梅 毒 に480万 な い し600万 単 位 に て90%

治癒 せ しあ得 る としてい る.わ た くしは これ

を 自験例 よ り検 討 して 見 る と第4章 第2項 に

述 べ た 如 く,240万 単 位 では33.3%の 有 効率

しか な く,こ れ を500万 単 位 以下,540天/な

い し600万 単 位,610万 な い し1200万 単位,

1200万 単 位 以上 と大別 して考 察 す る と,早 期

梅 毒に お い ては い ずれ の 量に て も効 果 は あ る

が,晩 期 梅 毒 にお い ては,500万 単 位 以 下 で

は27.2%し か 有効率 な く.540万 な い し600

万 単位 使用 す れ ば61.9%の 有 効 率 を認 め,

これ を 増 量 して610万 な い し1200万 単 位 用

い て も有 効率41.6%と 減少 し,1200万 単 位

以上 で62.5%と わ ず か に上 昇 す る の み であ

る.要 す るに 早期,晩 期 を 問 わず,最 も効 果

的 な 使用 量は540万 単位 よ り600万 単 位 であ

る と断 定 す る.

次 に使 用 法に つ い て最 近Thomas26)等 は早

期梅 毒に対 しては油 性 ペ ニ シ リン30万 ない

し60万 単 位 を毎 日15日 間連 続投 与 を 最 も効

果 あ り とし,Heller27)は30万 単 位1日2回

法 と60万 単位1日1回 法 では 効 果 の相 違は

大 して ない と言 つ て い る.Sehaffer28)あ る い

はHeymann29)は 油 ぺG. 60万 単 位1週2回 の

投 与に て連 日注射 と大差 ない効 果 を 挙げ た と

述 べ,Sobel30)等 は 油 ぺ.30万 単 位16日 間,

総 量480万 単 位 使用 法 と30万 単 位1週2回,

総 量480万 単 位使 用 法 と比 較 し,第1期 梅 毒

で は効 果は 相 等 し く,第2期 梅 毒 では連 日注

射が 有効 であ る と報告 して い る.

これ を要 す るに 梅 毒に 対 して は,ペ ニ シ リ

ンの血 中 有効濃 度を常 に 保 つ こ とが 治療 の規

準 とな っ て お り,Rosahn31), Schwemlein32)

等 の動 物 実験,或 は臨 床的 に も明 らか に され

てい るが,Cohn34)等 は 必 ず し も血 中濃 度を常

に 有 効に 保 つ必 要は な い と述 べ てい るが,わ

た くしの実験 例 か ら言 つ て も血 中有 効濃 度の

峯を 高 度に保 つ こ とが 効果 的 で あ る と考 え る.

す な わ ち60万 単 位1日1回 法 が 最 も よ く

86.6%の 有 効率 を 示 して い る.こ れ を 早 期,

晩 期 とに分 け て考 え る と早 期梅 毒 にお い ては

60万 単 位1日1回 法 では100%有 効 で あ り,

晩 期 では75%の 有 効 率を 示 し て い る.こ れ

に反 し30万 単 位1日1回 法は 早 期 梅 毒 では

66.6%,晩 期梅 毒で は45%,60万 単 位1日

2回 分 注法 で は早 期梅 毒85.7%,晩 期 梅 毒

33.3%の 有 効率 しか 得 られ なか つ た.

以 上 に よ り60万 単 位1日1回 法 に て,総

量540万 単 位 よ り600万 単 位使 用 す るの が最

も効 果的 で あ る と思 われ る.

ペ ニシ リンに よる駆梅 療 法 に副 作用 の少 い

と言 うこ とは 諸家 の一致 した見 解 で あ る.す

なわ ち 重篤 な 副作 用 は極 め て稀 であ るが その
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反面 と くに心 臓血 管 系 梅 毒 に おけ る危 険性 は

ペニ シ リン療 法 の 当初 よ り問 題 視 され て い る.

Farmer35は41%に ヘ ル クスハ イ マー 現 象

として発 熱を認 め,発 熱 の頻 度,強 さは第1

期梅 毒 と第2期 梅 毒 とでは 差 は なか つ た と述

べ,Pardo36)は48.5%に 本 現 象 を報 告 して い

る.Scott37)は 晩 期梅 毒に お いて 重篤 な ヘ ル ク

ス ハイマ ー現 象 を呈 し死 亡 した例 を発表 して

い るが,し か しCuris2の は 心 臓血 管 系梅 毒に

最 初か ら大 量の ペニ シ リン を 使 用 し て さ し

つか えな い と述べ,わ が 国 に お い て も北 村

(憲)16)は10%に 軽 度 の ヘル クス ハ イマ ー 現

象 を認 めた が,治 療に 支障 は なか つた と述 べ,

赤 坂15)は300万 単 位1撃 法 にお い て69.2%

の発 熱 を認 めた が,治 療続 行 で きた と報告 し,

北村(包)17)も 心臓 血管 系梅 毒 にお け るヘ ル ク

ス ハ イマー 現象 の 危険性 は杞 憂 に す ぎな くな

つ た と述 べ てい る.わ た くしの 実験例 にお い

て副作 用 を示 した ものは13例 で,こ の 中 発

熱を 来た した ものわ ず かに3例 で全症 例 の4

%で あ る.2例 は べ.療 法 当 初 に 一 過 性 に

38℃ の発 熱を,1例 は ぺ.療 法 中37.2゜ よ

り37.4℃ の微 熱を 認 めた が,治 療続 行に は

なん ら さ しつか え なか つ た.そ の外 に ペ ニ シ

リン疹 を示 した もの1例,頭 痛 或は 頭 重感 を

訴 え.たもの3例,胃 重感,腰 痛,牽 引痛,心

悸亢進 及び不 安 感 を認 めた もの 各1例,食 思

不振 を示 した もの1例 を認 め たが 治 療に は さ

しつ か え.なか つ た.ま た頭 痛,頭 重感 は いず

れ も前 頭部 に 訴 えた.こ れ らの副作 用 は ペ.

療 法の初期 に 認 あ られ るこ とが多 い.こ の よ

うに ぺ.療 法 の副作 用 は 極 め て軽 微 であ るか

ら,ペ ニ シ リンの晩 期梅 毒 に対 す る使 用 も-

層活溌 にな る こ と と思 わ れ る.

副作用 として は以上 の 如 く極 めて 軽微 で あ

つ て も,全 身状態 に は な ん らか の影 響 を及ぼ

す であ ろ う と思 考 し,第5章に 述 べ た如 く,

各項 目にわ た り検 討 してみ た.ペ ニ シ リン注

射の ために体 重は か な り減少 し,実 験 例46例

中.84.7%に お いて平 均1.31kgの 減 少 例 を

認め,体 重の 増 加 した ものは15.2%で あつ

た.こ れを各症例期に より考える と護謨腫に

おいては1.95kgと 最 も多 く減 少 し,つ いで

第3期 潜伏 梅 毒1,48kg,第2期 潜 伏 梅 毒

1.34kg,第2期 顕症梅 毒1.25kg,第1期 梅

毒0,91kg減 少 し,ま た これを血清反応の消

長 よ り考え ると,体 重減少例は有効例に多 く

認め られ,不 変例 では体 重増加か或は僅かの

体重滅少であつた.す なわち これはス ピロヘ

ータの体 内生存 日数に より左右 され
,有 効に

作用 したペニシ リンに よつてス ピロヘータの

急激な減弱に よる体細胞の不平衡に関係す る

もの と思われ る.し か しこれ ら体 重減少は治

療になん ら支障を来た さなかつた.

腎に対 しては障碍を及ぼす ことな く,全 症

例において尿中蛋白,糖,ウ ロビ リンの発現

は認めず,か えつ て尿中蛋白,ウ ロビ リン陽

性 の例において これを消失せ しめ得た.す な

わち腎に 冠して も良好な る影響を及ぼす もの

と思われる.ま たペニシ リン療法中に第7期

顕症梅毒,第2期 潜伏 梅毒,第3期 潜伏梅毒

にのみ治療 中に治療前尿量 よ り平均223ccな

いし303ccの 尿量増 加を認めた.こ れは例数

少きため偶然の一致であるか,あ るいは腎実

質 におけ る極 く軽度の梅毒性変化 の消褪等の

なん らかの要因による一過性の多尿であるか

注目すべき点であろ うと思われる.

さらにわた くしは肝機能について検討すべ

く第一製薬製品 ヘパ トサルファレンを用いて,

治療前 と治療後に測定 し,早 期梅毒には肝機

能障碍なきことを知 り,同 時にペニシ リンに

よつて晩期梅 毒におけ る潜在性肝機能障碍を

も消褪せ しめ得 るこ とを認め,ペ ニシ リン注

射のために肝機能障碍を惹起 され ることはな

いと思われる.

その外梅毒に起因す ると思われ る全身倦怠

感,食 思不振,後 頭部頭痛,耳 鳴,偏 頭痛,

視力減退,牽 引痛,排 尿障 碍等にすべて良好

に作用 し,た とえ.血清反応には変化 な くとも

患者の苦痛を速かに消失せ しめ得 るもの と考

える.
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第7章　 結 論

梅 毒 の経 過 に お いて ペ ニ シ リンが いか な る

影 響 を 及ぼ すか を検 討せ ん と して,各 期梅 毒

患 者75例(第1期 梅 毒9,第2期 顕症 梅 毒4,

第2期 潜伏 梅 毒10,第3期 潜 伏 梅 毒44,護 謨

腫2,前 立 腺 梅 毒1,脊 髄癆2,梅 毒性 脊髄

炎1,先 天梅 毒2)に ペ ニ ン リン療 法 を施行

し,腫 々の 方向 よ りこれ を観 察 してつ ぎの 結

論 に達 した.

1)　 ス ピロへ 一 タの消 失 には2な い し3日,

平 均2.1日,壊 死性 組 織 の 剥離 は2な い し3

日,平 均2.3日,肉 芽 良好 とな るには2な い

し6日,平 均3.6日,潰 瘍縮 小 に4な い し8

日,平 均5.6日,潰 瘍 治 癒 に6な い し13日.

平 均9.3日,硬 結 消失 に9な い し23日,平

均14日 を要 す る.薔 薇 疹 は3な い し4日,

平 均3.3日,丘 疹 は5な い し10日,平 均7.2

日に て消 槌す る.護 謨腫 にお いて も6な い し

10日 に て卓 効を 認 めた.

2)　 皮 疹 の消 槌 は1日 のペ.使 用 量に よつ

て消 褪 日数 に長短 の差 があ る と思 わ れ る.

3)　 血 清 反応 の 消 長を 各期 梅 毒 につ い て検

討 したが,第1期 梅 毒 に対 しては 決定的 な卓

効 を示 し,第2期 顕症 梅 毒,第2期 潜伏 梅 毒

にお い て も14例 中10例 が陰 転,減 退 を 示 し

たが,第3期 潜 伏 梅 毒,護 謨 腫,前 立 腺梅 毒,

脊 髄癆 等 の晩 期梅 毒 に 対して効果 は余 り期待

出来 な い.

4)　 第3期 潜 伏 梅 毒,梅 毒性 脊髄 炎 及 び先

天梅 毒 の 中で いわ ゆ る抗 療性 梅 毒 に対 し効 果

を期待 し得 る.

5)　 早 期,晩 期 を問 わ ず540万 よ り600万

単 位 が最 も効果 的 な使 用総 量であ る.

6)　 各 期 梅 毒に 対 し ペ ニ シ リン は60万 単

位1日1回 連 続 法 が最 も効果 的 な使 用 法 であ

る.

7)　 副作 用 を示 した もの は75例 中13例 で,

発 熱3,ペ ニ シ リン疹1,頭 痛1,頭 重感2,

胃重感1,腰 痛1,牽 引痛1,心 悸 亢 進 及 び

不 安感1,食 思不 振2で いず れ も軽 微 であ る.

 8)副 作 用 は ぺ.療 法 当初 に発 現 す る事が

多 い.

9)ぺ .療 法 中に84.7%が 体 重 減 少 を来

た し,晩 期 梅 毒 に多 量:に減 少す る.す なわ ち

護 謨 腫1.95kg,第3期 潜伏 梅 毒1.48kg,第

2期 潜伏 梅 毒1.34kg,第2期 顕 症 梅 毒1.25kg,

第1期 梅 毒0.91kgの 減 少 を認 め る.ま た 体
つ

重減少例は血 清反応有効例に多 く認められ る.

10)　尿中蛋白,糖,ウ ロビ リンの発現は認

あない.

11)　第2期 顕症梅毒,第2期 潜伏梅毒,第

3期 潜伏梅毒においてのみ尿量増加を認める.

12)　梅毒による潜 在性肝機能障碍を消腿せ

しめ得る.

13)　ぺ.に よつて肝機能障碍を惹起するこ

とはない.

14)　その外梅毒に起因す る全身症状にはす

べて好転的に作用す る.

擱筆するにあたり終始御懇篤な御指導と御校閲を

賜つた恩師根岸教授に衷心から感謝の誠を捧げます.
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THE CLINICAL AND EXPERIMENTAL STUDY ON

THE COURSE OF SYPHILIS WITH PENICILLIN

PART I

THE CLINICAL STUDY ON EACH STADIUM OF SYPHILIS

WITH PENICILLIN TREATMENT

YUJI MORIOKA

The Dermato-Urological Department, Medical Faculty,

Okayama University, Okayama

(Director: Prof. H. Negishi)

In order to investigate the effects of penicillin treatment in the course of syphilis, I

 have made observations on them from various standpoints in 75 cases of syphilis of every

 stadium, and obtained the following results:
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1) By taking the average, spirochaeta pallida disappeared in 2.1 days, took 3.6 days

 for the granulation ｔissue to become fresh, 9.3 days to cure the chancre and 14 days for

 the induration to, disappear.Moreover , roseola disappeared in 9.3 days, papule in 7.2 days

 and in 6 to 10 days it showed an excellent effect on gumma.

2) The time needed for the disappearance of eruption depended on the amount of peni
cillin injected daily.

3) By eXamining the transition of the serum reaction c in each stadium of syphiliS, peni

cillin showed an exccllent effect on primary sy philis, and both in recent and latent secondary
 syphilis 10 cases of 14 turned negative or diminished in degrees, but in the late syphilis the
 effect of penicillin was not reliable.

4) Penicillin Was also cllective on the so-called anti therapeutic. syphilis in latent tertiary

 syphilis. syphilitie myelitis  and congenital syphilis.

5) 5,400.000 to 6,000,000 units of pellicillin as a total was the most effective quantity

 for penicillin tretmeat.

6) Injecting 600,000 units of penicillin at unce every day was the most effective appli

Cation.

7) 13 cases out of 75 showed slight reation due to the penicillin injection.

8) These reations tended to, appear at the initial stage of penicillin treatment.

9) 84.7% of the patients. lost more or less weight during the treatment, especially the

 late syphilis cases, who lost more weight, and also. they were be found more frequeutly in

 the cases which showed improvement in the serum reation.

10) Albumin, glycose and urobilin did not appear in the urine during the treatment.

11) The increase of the daily urine quanity was found in the recent and latent secon

dary Syphilis and the latent tertiary syphilis.

12) Penicillin improved the occult insufficiency of the liver function cansed by syphilis.

13) No cases showed insufficiency of the liver function due to the penicillin treatment.

14) The general symtom caused by sy phlilis took ａ favourable turn With penicillin

 trcatment.


